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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　方法であって、
　コンピューティング装置が、１つ以上の通知ソースの各々に対して標準化された設定画
面を提示すること、
　前記コンピューティング装置が、前記標準化された設定画面への入力に応じて、前記１
つ以上の通知ソースの各々によって定義された通知チャネルのセットを決定すること、を
備え、各通知チャネルは、前記１つ以上の通知ソースの各々によって定義された１つ以上
のパラメータを有し、
　前記方法は、さらに、
　前記コンピューティング装置が、前記１つ以上の通知ソースのうちの特定の通知ソース
によって生成された通知を受信すること、
　前記コンピューティング装置が、前記通知チャネルのセットから、前記特定の通知ソー
スによって前記通知に割り当てられた特定の通知チャネルを決定すること、及び
　前記コンピューティング装置が、前記特定の通知チャネルの１つ以上のパラメータに従
って前記通知のしるしを出力することを備える、方法
【請求項２】
　前記特定の通知チャネルを示すグラフィカル要素を含む通知バッジを決定すること、及
び
　上記コンピューティング装置が、前記特定の通知ソースを起動するためのグラフィカル
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要素にて前記通知バッジを表示することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記特定の通知チャネルの前記１つ以上のパラメータは、前記通知の前記しるしが、可
聴アラート、視覚的アラート、触覚的アラート、若しくは音声アラートのうちの１つ以上
を含むかどうかを定義し、前記特定の通知チャネルの前記１つ以上のパラメータは、前記
可聴アラート、前記視覚的アラート、前記触覚的アラート若しくは前記音声アラートの１
つ以上の属性を定義する、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記通知の前記しるしは視覚的アラートを含み、前記１つ以上のパラメータは、前記視
覚的アラートの色、前記視覚的アラートのアイコン、前記視覚的アラートのグラフィカル
要素、前記視覚的アラートのフォント、又は前記視覚的アラートのフォントサイズのうち
の少なくとも１つを含む、請求項１または２に記載の方法。
【請求項５】
　前記通知の前記しるしは可聴アラートを含み、前記１つ以上のパラメータは、前記可聴
アラートの着信音又は音の属性のうちの少なくとも１つを含む、請求項１または２に記載
の方法。
【請求項６】
　前記通知の前記しるしは触覚的アラートを含み、前記１つ以上のパラメータは、前記触
覚的アラートのバイブレーションパターン又はバイブレーション強度のうちの少なくとも
１つを含む、請求項１または２に記載の方法。
【請求項７】
　前記１つ以上のパラメータは、前記通知の重要度又は優先度のレベルのうちの少なくと
も１つを含む、請求項１～６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記通知は第１の通知であり、前記特定の通知チャネルは第１の通知チャネルであって
、
　前記コンピューティング装置が、前記第１の通知とは異なる前記特定の通知ソースによ
って生成される第２の通知を受信すること、
　前記コンピューティング装置が、前記第１の通知チャネルとは異なる、前記第２の通知
に割り当てられた通知チャネルの前記セットから第２の通知チャネルを決定すること、
　前記コンピューティング装置が、前記第１の通知チャネルの前記１つ以上のパラメータ
とは異なる、前記第２の通知チャネルの１つ以上のパラメータを決定すること、及び
　前記コンピューティング装置が、前記第２の通知チャネルの前記１つ以上のパラメータ
に従って、前記第２の通知のしるしを出力することをさらに備える、請求項１～７のいず
れか１項に記載の方法。
【請求項９】
　出力装置、及び
　請求項１～８のいずれか１項に記載の方法を実行するように構成されている少なくとも
１つのプロセッサを備える、コンピューティング装置。
【請求項１０】
　実行されたときにコンピューティング装置の少なくとも１つのプロセッサに請求項１～
８のいずれか１項に記載の方法を実行させる命令を備える、コンピュータ読み取り可能な
記憶媒体。
【請求項１１】
　請求項１～８のいずれか１項に記載の方法をコンピューティング装置に実行させる、コ
ンピュータプログラム。
【請求項１２】
　請求項１～８のいずれか１項に記載の方法を実行するための手段を備える、システム。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
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【０００１】
　背景
　いくつかのアプリケーション又はサービスは、新しい若しくは興味深い情報に対して様
々な理由でユーザに注意喚起するために、「通知」を生成し得る。コンピューティング装
置は、とりわけ、グラフィカルユーザインタフェースの通知領域における通知メッセージ
（例えば、通知ペイン、通知ウィンドウ、通知シェード）及び／若しくは「通知バッジ」
として、コンピューティング装置にて実行されているアプリケーション、又はコンピュー
ティング装置がアクセス可能なサービスから受信した通知のグラフィカルなしるしをディ
スプレイに表示し得る。通知領域に含まれる各通知メッセージは、１つ以上のグラフィカ
ル要素（例えば、アイコン、実行可能な要素）、テキスト（例えば、タイトル、詳細情報
）、及び／又は他の内容から構成され得る。通知バッジは、通知領域に表示されるのでは
なく、通常、起動アイコンと重なるか若しくは隣接するグラフィカル要素として表示され
、起動アイコンに関連付けられている特定のアプリケーション又はサービスに対して現在
保留中の（未表示、未読、未確認、又は未消去などの）通知の総数を示す。いくつかのコ
ンピューティング装置は、大量の通知を受信する。そのため、それらの表示（通知領域に
おける複数のメッセージ及び／又は複数の通知バッジとしてかどうかに関わらず）は、不
要な混乱、乱雑さ、又は煩わしさを生じ得る。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００２】
　概要
　一般に、本開示の技法において、コンピューティング装置のグラフィカルユーザインタ
ーフェース（ＧＵＩ）の一部として通知を管理し、通知のしるしを出力することを対象と
している。コンピューティング装置は、コンピューティング装置にて実行されているアプ
リケーション又はコンピューティング装置がアクセス可能なサービスによって生成された
通知データ（本明細書では単に「通知」と呼ぶ）を受信し得る。当該アプリケーション又
はサービスは、本明細書では「通知ソース」とも呼ばれる。コンピューティング装置が通
知を受信すると、コンピューティング装置はその通知を処理し、コンピューティング装置
のＧＵＩの一部として基礎となる通知のグラフィカルなしるしをディスプレイに表示する
。
【０００３】
　通知のグラフィカルなしるしは、通知を生成したアプリケーション若しくはサービスの
起動アイコンに隣接して、又はその一部としてディスプレイに表示される通知バッジの形
をとり得る。しかしながら、起動アイコンに関連付けられているアプリケーション又はサ
ービスに対して現在保留中の通知の総数を単に示す典型的な通知バッジとは異なり、例示
的な通知バッジは、保留中の通知（複数可）の内容を反映し得る。例えば、通知がコンピ
ューティング装置のユーザに特定の送信者からのメッセージに対して注意喚起するための
ものである場合、バッジアイコンは特定の送信者に関連する、グラフィック（例えばアイ
コン）又は画像であり得る。ユーザは、コンピューティング装置との対話の結果について
さらに知らされることがあり得、その結果、そうでなければユーザに利用可能ではない知
識に照らして決定を下すことができる。したがって、通知の内容を反映する際に、バッジ
アイコンは、そうでなければ生じるであろう１つ以上のあいまいさを解決することによっ
て、コンピューティング装置との効率的な対話を容易にし得る。装置の処理負荷の軽減は
、それにより達成され得る。保留中の通知の内容を反映した通知バッジを表示することは
、いくつかのユーザが他の種類の通知バッジを見ることから持ち得る不安及び／又は混同
を軽減し得る。
【０００４】
　特定の起動アイコン又はその近くにて通知バッジを表示した後、コンピューティング装
置は、特定の起動アイコンを選択するユーザ入力を検出し得る。特定の起動アイコンを選
択する１つのタイプのユーザ入力（例えばタップ入力）は、コンピューティング装置にア
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プリケーションを実行させるか、又は起動アイコンに関連するサービスにアクセスさせ得
るが、特定の起動アイコンを選択する異なるタイプのユーザ入力（例えば長押し）は、通
知バッジに関連付けられた個々の通知のうちの１つ以上のメッセージプレビューをコンピ
ューティング装置に（例えば、選択されている起動アイコンの近くに）表示させ得る。例
えば、コンピューティング装置が、複数の送信者から受信した複数のメッセージに対して
コンピューティング装置のユーザに注意喚起するための複数の通知を受信した場合、コン
ピューティング装置は、複数の通知のそれぞれについてメッセージプレビューにそれぞれ
の通知メッセージを含めさせ得る。ここで、それぞれの通知メッセージは、１つ以上のグ
ラフィカル要素（例えば、アイコン、実行可能な要素）、テキスト（例えば、タイトル、
詳細情報）、及び／又はメッセージプレビュー内に表示される他の内容を含み得る。ユー
ザは、通知メッセージがＧＵＩの通知領域に表示されるときに彼／彼女が通知メッセージ
と対話し得るのと同様に、メッセージプレビューからの特定の通知メッセージとより迅速
に対話し得る。
【０００５】
　コンピューティング装置は、ＧＵＩの通知領域において通知メッセージとして通知のグ
ラフィカルなしるしをディスプレイに表示し得る。通知領域は、未だ閲覧、読み取り、聞
き取り、又はそうでなければ消去されていない、コンピューティング装置によって受信さ
れたそれぞれの通知に対する通知メッセージを示す通知ペイン、通知ウィンドウ、又は通
知シェードであり得る。
【０００６】
　コンピューティング装置は、使い勝手を向上させ、ユーザと通知領域との間の対話時間
を短縮するため、又はそうでなければ通知とのより効率的なユーザ対話を促進するために
、通知をカテゴリ化し、通知の通知メッセージをカテゴリ的重要度のランク付けされた順
序で表示し得る。その順序は、通知メッセージがＧＵＩの通知ペイン又は他の通知領域に
おいて表示されたときに通知メッセージをディスプレイに表示する方法に結びつけられる
。例えば、コンピューティング装置は、通知を次のいずれかであるとしてカテゴリ化し得
る：それは、重要かつ継続的なタイプの通知、個人対個人のタイプの通知、通常のタイプ
の通知、「バイザウェイ（ｂｙ－ｔｈｅ－ｗａｙ）」タイプの通知、又はシステム情報の
通知である。その後、コンピューティング装置は、カテゴリ的重要度に従って通知のグラ
フィカルなしるしを表示し得る。
【０００７】
　通知領域は、各セクションが特定のカテゴリに関連付けられている複数のセクションに
分割され得る。コンピューティング装置は、通知領域のより目立つように表示されたセク
ションに（例えば、トップセクション又はフォアグラウンドセクションに）、より高くラ
ンク付けされたカテゴリ的重要度を有する通知を表示し、通知領域のより目立たないよう
に表示されたセクションに（例えば、ボトムセクション又はバックグラウンドセクション
に）、そしてより低くランク付けされたカテゴリ的重要度を有する通知を表示し得る。例
えば、通知領域が、視野に入ったときにＧＵＩの上端（例えばステータスバー）から広が
る通知シェードである場合、コンピューティング装置は、通知シェードの最も目立つセク
ション（例えば、最上部の領域）において重要かつ進行中のタイプの通知を、通知シェー
ドの次に目立つセクション（例：最上部に対して２番目の領域）において個人対個人のタ
イプの通知を、通知シェードの中間のセクションにおいて通常のタイプの通知を、通知シ
ェードの次に目立たないセクション（例えば、最下部に対して２番目の領域）において「
バイザウェイ」タイプの通知を、及び通知シェードの最も目立たないセクション（例えば
、最下部の領域）においてシステム情報の通知を表示し得る。通知の適切なカテゴリ化は
、コンピューティング装置の基礎となる動作に関する情報をユーザに提供し、例えばその
動作に対する１つ以上の通知の重要性を直ちに示し得る。
【０００８】
　各通知ソースは様々なタイプの通知を生成してもよく、コンピューティング装置は、通
知チャネルを用いて通知を管理し得る。即ち、アプリケーション又はサービスが、それ自
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体の、その異なるタイプの通知に対する、分類、優先順位付け、及び設定を定義すること
を可能にするために、コンピューティング装置は、アプリケーション又はサービスが１つ
以上の「チャネル」を定義することを可能にし得る。各チャネルは、それぞれの、ラベル
、アラート設定（複数可）（例えば、音、バイブレーション、バナーなど）、優先順位付
けレベル、チャネルグラフィック、及び他のパラメータを有し得る。通知を生成すると、
アプリケーション又はサービスは、その通知を特定のチャネルに割り当て得る。このよう
にして、コンピューティング装置によって所与の通知が処理されている方法をユーザに表
示し得る。これは、通知自体に関するさらなる情報を提供し、それによって提供される知
識に照らして効率的な対話を可能にし得る。ＧＵＩの通知設定メニューは、特定のチャネ
ルに対する通知パラメータ（例えば、優先順位付け、アラート設定など）のいくつか又は
全てに渡るユーザ制御を可能にし、さらに個人情報が非公開のままであるか若しくは全く
記憶されないように、コンピューティング装置が通知に関連付けられ得る個人情報を使用
及び／又は記憶する方法に渡るユーザ制御を可能にし得る。
【０００９】
　同じラベル、アラート設定、及び優先順位付けレベルを用いて特定のアプリケーション
又はサービスからの全ての通知を単に出力し得る他のコンピューティング装置とは異なり
、コンピューティング装置は、各通知が属するチャネルの、ラベル、アラート設定、並び
に優先順位付けレベルを用いてアプリケーション又はサービスから代わりに通知を出力し
得る。このようにして、アプリケーション若しくはサービスが様々な理由で通知を生成す
るとき、アプリケーション又はサービスは、その異なるタイプの通知がコンピューティン
グ装置のＧＵＩの一部としてどのようにグループ化及び／若しくは出力されるかを、より
細かく制御し得る。
【００１０】
　使い勝手をさらに向上させるために、及びユーザと通知領域との間の対話時間を短縮す
るために、コンピューティング装置は、ＧＵＩのステータスバー領域若しくはＧＵＩの他
の指定された領域において、進行中の各通知又は進行中の通知の各グループに対して個々
の通知のグラフィカル要素（例えば、チャネルグラフィック、通知アイコン、バッジアイ
コン、又は他のグラフィック若しくは画像）を表示し得る。グラフィカル要素は、通知の
カテゴリ、チャネル、及び／又は通知の他の属性に対応し得る。
【００１１】
　例えば、通知領域は、視界から隠されたときにはＧＵＩのステータスバー領域の後ろに
折り畳まれて表示され、視界に現れたときにはステータスバー領域の後ろから広がるよう
に見える通知シェードであり得る。折り畳まれると、コンピューティング装置は、ステー
タスバー領域において保留中の通知ごとに個々のグラフィカル要素を表示し得る。通知シ
ェードが広がると、コンピューティング装置は、グラフィカル要素をアニメーション化し
、シェードがステータスバーの後ろから見えるようになると、グラフィカル要素を通知シ
ェードの前縁と共に移動させるように見せ得る。通知シェード内の個々の通知メッセージ
が見えるようになると、コンピューティング装置は、個々の通知メッセージに関連付けら
れた通知に結び付けられているそれぞれのグラフィカル要素をさらにアニメーション化し
て、通知シェードの前縁領域から、通知メッセージが表示される通知シェードの領域に移
動し得る。このようにして、通知領域が折り畳まれると、コンピューティング装置は、保
留中の通知の量及びタイプのしるしとして、ステータスバー領域にグラフィカル要素を提
供する。通知領域が広がると、コンピューティング装置は、前縁領域におけるグラフィカ
ル要素の表示を通じて、通知領域において未だ表示されていない通知メッセージに関連付
けられている保留中の通知の量及びタイプを表示する。この方法において、通知領域との
対話は、この領域を拡大又は縮小するプロセスの間に、全体として保留中の通知のセット
の基礎となる状態をユーザに知らせ得るので、より効率的になり得る。例えば、通知領域
のさらなる広がりが必要かどうかを示す情報をユーザに提供し得る。いくつかの状況にお
いて、適切な意思決定を可能にするために、通知領域において未だ表示されていない通知
のタイプのしるしをユーザに提供し得る。さらに、グラフィカル要素と通知領域との間の
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論理的関係を示すためにアニメーションを使用し得る。システムに関する情報を発見する
ために必要な対話を減らすことによって、コンピューティング装置にかかる負荷が減り得
る。
【００１２】
　このようにＧＵＩの一部として通知を管理し、通知のしるしを出力することによって、
例示的なコンピューティング装置は、ＧＵＩの使い勝手を改善し、通知と対話するときの
ユーザとＧＵＩとの間の対話時間を減らし、及び通知とのより効率的なユーザ対話を促進
し得る。より良い使い勝手、短縮された対話時間、並びにより効率的なユーザ入力、例示
的なコンピューティング装置は、このように通知を管理及び出力しない他のコンピューテ
ィング装置よりも、一般的に誤入力または入力を少なくし得る。したがって、例示的なコ
ンピューティング装置は、実行動作をより少なくし、消費電力をより少なくし、及び／又
はバッテリ電力節約という結果をもたらし得る。さらに、例示的なコンピューティング装
置は、イライラすることがより少ない、より楽しいユーザエクスペリエンスを提供し得る
。
【００１３】
　一例では、コンピューティング装置が、通知ソースによって生成された通知を受信する
こと；コンピューティング装置が、通知ソースによって定義されたチャネルのセットを決
定し、各チャネルが通知ソースによって定義された１つ以上のパラメータを有すること；
及び、コンピューティング装置が、通知に割り当てられたチャネルのセットから特定のチ
ャネルを決定することを含む方法が説明される。その方法は、コンピューティング装置が
、特定のチャネルの１つ以上のパラメータを決定すること；及び、コンピューティング装
置が、特定のチャネルの１つ以上のパラメータに従って通知のしるしを出力することをさ
らに含む。
【００１４】
　別の例では：通知ソースが生成した通知を受信する；通知ソースが定義した１組のチャ
ネルを決定し、各チャネルが通知ソースによって定義された１つ以上のパラメータを有す
る；及び、通知に割り当てられたチャネルのセットから特定のチャネルを決定するように
構成されている少なくとも１つのプロセッサを含むコンピューティング装置について説明
する。その少なくとも１つのプロセッサは、特定のチャネルの１つ以上のパラメータを決
定する；及び特定のチャネルの１つ以上のパラメータに従って通知の指示を出力するよう
にさらに構成されている。
【００１５】
　別の例では、実行されたときにコンピューティング装置の少なくとも１つのプロセッサ
に、通知ソースが生成した通知を受信させる；通知ソースが定義した１組のチャネルを決
定させ、各チャネルが通知ソースによって定義された１つ以上のパラメータを有する；通
知に割り当てられたチャネルのセットから特定のチャネルを決定させる；及び特定のチャ
ネルの１つ以上のパラメータを決定させる命令を含む、コンピュータプログラム製品並び
に／又はコンピュータ読み取り可能な記憶媒体が説明される。その命令は、実行されると
、コンピューティング装置１０の少なくとも１つのプロセッサに、特定のチャネルの１つ
以上のパラメータに従って通知のしるしをさらに出力させる。
【００１６】
　別の例では、通知ソースが生成した通知を受信するための手段；通知ソースによって定
義されたチャネルのセットを決定するための手段であって、各チャネルが通知ソースによ
って定義された１つ以上のパラメータを有する手段；並びに通知に割り当てられたチャネ
ルのセットから特定のチャネルを決定するための手段を含むシステムが説明される。その
システムはさらに、特定のチャネルの１つ以上のパラメータを決定するための手段；及び
特定のチャネルの１つ以上のパラメータに従って通知のしるしを出力するための手段を含
む。
【００１７】
　１つ以上の例の詳細は、添付の図面及び以下の説明に記載されている。本開示の他の特
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徴、目的、及び利点は、説明及び図面から、並びに特許請求の範囲から明らかになろう。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本開示の１つ以上の態様に従う、グラフィカルユーザインタフェースの一部とし
て通知を処理し、通知のしるしを出力するように構成されている例示的なコンピューティ
ング装置を示す概念図である。
【図２】本開示の１つ以上の態様に従う、グラフィカルユーザインタフェースの一部とし
て通知を処理し、通知のしるしを出力するように構成されている例示的なコンピューティ
ング装置を示すブロック図である。
【図３Ａ】本開示の１つ以上の態様に従う、通知バッジ及び通知プレビューを表示するよ
うに構成されている例示的なコンピューティング装置によって提示される例示的なグラフ
ィカルユーザインタフェースを示す概念図である。
【図３Ｂ】本開示の１つ以上の態様に従う、図３Ａの例示的なグラフィカルユーザインタ
フェースからの例示的な通知バッジを示す概念図である。
【図４】本開示の１つ以上の態様に従う、通知バッジ及び通知プレビューを表示するよう
に構成されている例示的なコンピューティング装置によって実行される例示的な動作を示
すフローチャートである。
【図５】本開示の１つ以上の態様に従う、カテゴリ的順序によって通知メッセージをカテ
ゴリ化し、表示するように構成されている例示的なコンピューティング装置によって提示
される例示的なグラフィカルユーザインタフェースを示す概念図である。
【図６】本開示の１つ以上の態様に従う、カテゴリ的順序によって通知メッセージをカテ
ゴリ化し、表示するように構成されている例示的なコンピューティング装置によって実行
される例示的な動作を示すフローチャートである。
【図７】本開示の１つ以上の態様に従う、通知ソースが１つ以上の通知チャネルを定義で
きるように構成されている例示的なコンピューティング装置によって提示される例示的な
グラフィカルユーザインタフェースを示す概念図である。
【図８】本開示の１つ以上の態様に従う、通知ソースが１つ以上の通知チャネルを定義で
きるように構成されている例示的なコンピューティング装置によって実行される例示的な
動作を示すフローチャートである。
【図９Ａ】本開示の１つ以上の態様に従う、グラフィカルユーザインタフェースの通知領
域内の通知グラフィカル要素を表示するように構成されている例示的なコンピューティン
グ装置によって提示される例示的なグラフィカルユーザインタフェースを示す概念図であ
る。
【図９Ｂ】本開示の１つ以上の態様に従う、グラフィカルユーザインタフェースの通知領
域内の通知グラフィカル要素を表示するように構成されている例示的なコンピューティン
グ装置によって提示される例示的なグラフィカルユーザインタフェースを示す概念図であ
る。
【図９Ｃ】本開示の１つ以上の態様に従う、グラフィカルユーザインタフェースの通知領
域内の通知グラフィカル要素を表示するように構成されている例示的なコンピューティン
グ装置によって提示される例示的なグラフィカルユーザインタフェースを示す概念図であ
る。
【図９Ｄ】本開示の１つ以上の態様に従う、グラフィカルユーザインタフェースの通知領
域内の通知グラフィカル要素を表示するように構成されている例示的なコンピューティン
グ装置によって提示される例示的なグラフィカルユーザインタフェースを示す概念図であ
る。
【図９Ｅ】本開示の１つ以上の態様に従う、グラフィカルユーザインタフェースの通知領
域内の通知グラフィカル要素を表示するように構成されている例示的なコンピューティン
グ装置によって提示される例示的なグラフィカルユーザインタフェースを示す概念図であ
る。
【図９Ｆ】本開示の１つ以上の態様に従う、グラフィカルユーザインタフェースの通知領
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域内の通知グラフィカル要素を表示するように構成されている例示的なコンピューティン
グ装置によって提示される例示的なグラフィカルユーザインタフェースを示す概念図であ
る。
【図１０Ａ】本開示の１つ以上の態様に従う、グラフィカルユーザインタフェースの通知
領域内に通知グラフィカル要素を表示するように構成されている例示的なコンピューティ
ング装置によって実行される例示的な動作を示すフローチャートである。
【図１０Ｂ】本開示の１つ以上の態様に従う、グラフィカルユーザインタフェースの通知
領域内に通知グラフィカル要素を表示するように構成されている例示的なコンピューティ
ング装置によって実行される例示的な動作を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　詳細な説明
　図１は、本開示の１つ以上の態様に従う、グラフィカルユーザインタフェースの一部と
して通知をグループ化し、通知のしるしを出力するように構成されている例示的なコンピ
ューティング装置を示す概念図である。図１の例において、コンピューティング装置１１
０は、個々のモバイル又は非モバイルコンピューティング装置を表す。コンピューティン
グ装置１１０の例には、携帯電話、タブレットコンピュータ、ラップトップコンピュータ
、デスクトップコンピュータ、サーバ、メインフレーム、セットトップボックス、テレビ
、ウェアラブル装置（例えば、コンピュータ化された時計、コンピュータ化されたアイウ
ェア、コンピュータ化されたグローブなど）、ホームオートメーション装置若しくはシス
テム（例えば、インテリジェントサーモスタット若しくはホームアシスタント装置）、パ
ーソナルデジタルアシスタント（ＰＤＡ）、ゲームシステム、メディアプレイヤー、電子
書籍リーダー、携帯テレビプラットフォーム、自動車ナビゲーション若しくはインフォテ
インメントシステム、又は通知データのしるし（例えば、可聴アラート、視覚アラート、
触覚的アラート、音声アラート、又は他のタイプのしるし）を受信、及び出力するように
構成されている任意の他のタイプのモバイル、非モバイル、ウェアラブル、並びに非ウェ
アラブルコンピューティング装置を含む。
【００２０】
　コンピューティング装置１１０は、ユーザインタフェース構成要素（「ＵＩＣ」）１１
２、ユーザインタフェース（「ＵＩ」）モジュール１２０、及び通知モジュール１２２を
含む。モジュール１２０並びに１２２は、ソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア
、若しくはコンピューティング装置１１０内に存在する及び／若しくはコンピューティン
グ装置１１０にて実行しているハードウェア、ソフトウェア、並びにファームウェアを組
み合わせたものを用いて、本明細書に記載の動作を実行し得る。コンピューティング装置
１１０は、基礎となるハードウェア上で実行される仮想マシンとして、オペレーティング
システム若しくはコンピューティングプラットフォームの１つ以上のサービスとして、及
び／又はコンピューティング装置１１０のコンピューティングプラットフォームのアプリ
ケーション層の１つ以上の実行可能プログラムとして、複数のプロセッサ又は複数の装置
を用いてモジュール１２０並びに１２２を実行し得る。
【００２１】
　コンピューティング装置１１０のＵＩＣ１１２は、コンピューティング装置１１０のた
めの入力装置及び／又は出力装置として機能し得る。ＵＩＣ１１２は様々な技術を用いて
実装され得る。例えば、ＵＩＣ１１２は、プレゼンスセンシティブ入力画面、マイクロフ
ォン技術、赤外線センサ技術、又はユーザ入力を受信する際に使用するための他の入力装
置の技術を使用する入力装置として機能し得る。ＵＩＣ１１２は、ユーザに情報を出力す
る際に使用するための任意の１つ以上の、表示装置、スピーカ技術、触覚的フィードバッ
ク技術、又は他の出力装置の技術を用いて出力をユーザに提示するように構成されている
出力装置として機能し得る。
【００２２】
　ＵＩＣ１１２は、コンピューティング装置１１０のユーザからの入力（例えば、タッチ
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入力及び非タッチ入力）を検出し得る。ＵＩＣ１１２は、ユーザによって実行される１つ
以上のジェスチャ（例えば、ユーザが指又はスタイラスペンによりＵＩＣ１１２の１つ以
上の場所又はその近くに触れる、指す、及び／又はスワイプすること）を検出することに
よって入力の命令を検出し得る。ＵＩＣ１１２は、ユーザインタフェース（例えば、ユー
ザインタフェース１１３）の形でユーザに情報を出力してもよく、そのユーザインタフェ
ースは、コンピューティング装置１１０によって提供される機能に関連付けられ得る。
【００２３】
　通知モジュール１２２は、コンピューティング装置１１０にて、若しくはコンピューテ
ィング装置１１０と通信して実行されているプラットフォーム、アプリケーション、及び
サービスによって生成並びに／又は受信された通知データの少なくとも一部の受信、管理
、並びにその他の方法で処理に関連付けられた機能を実行し得る。本開示を通して使用さ
れるように、「通知」及び「通知データ」という用語は、実行環境（例えば、コンピュー
ティング装置１１０にて、若しくはコンピューティング装置１１０と通信して実行されて
いるプラットフォーム、アプリケーション、及びサービスを含む）内でのイベントの発生
を示し得る様々な種類の情報を説明するために使用される。例えば、通知は、以下のよう
なイベントを特定する情報を含み得るが、これらに限定されない；それらは、コンピュー
ティング装置１１０に関連付けられたメッセージングアカウントによる通信メッセージ（
例えば、電子メール、インスタントメッセージ、テキストメッセージなど）の受信、コン
ピューティング装置１１０に関連するソーシャルネットワーキングアカウントによる情報
の受信、コンピューティング装置１１０のカレンダーアカウントに関連付けられたカレン
ダーイベント（会議、予定など）のリマインダ、コンピューティング装置１１０にて、若
しくはコンピューティング装置１１０と通信して実行されているサードパーティアプリケ
ーションによって生成及び／若しくは受信される情報、コンピューティング装置１１０に
て実行されている、プラットフォーム、アプリケーション、及び／若しくはサービス、若
しくはユーザに興味を持たせるその他の任意の情報の２つ以上の構成要素の間の通信の送
信並びに／又は受信であり得る。
【００２４】
　通知モジュール１２２は、コンピューティング装置１１０が、コンピューティング装置
１１０にて実行されている若しくはコンピューティング装置１１０と通信して実行されて
いる任意の装置、サーバ、又はサービスから通知を受信するときに、通知を処理し、コン
ピューティング装置１１０にて実行されている若しくはコンピューティング装置１１０と
通信して実行されている、他のモジュール、アプリケーション、及び／又はサービスへ通
知の一部を分散し得る。例えば、通知モジュール１２２は、コンピューティング装置１１
０とのネットワーク接続を介してペアになっている、携帯電話又はコンピュータ化された
腕時計から通知データを受信し得る。通知データは、携帯電話又はコンピュータ化された
腕時計にて実行されているカレンダアプリケーションからのイベントに関する情報（例え
ば、コンピューティング装置１１０のユーザがチケットを購入したことを示す、映画に関
するリマインダ）を含み得る。通知データの受信に応答して、通知モジュール１２２は、
ＵＩモジュール１２０がＵＩＣ１１２に通知データを示すグラフィカルなしるし又はアラ
ートをディスプレイに表示させる方法を決定するために使用する他の情報と共に、通知デ
ータの少なくとも一部をＵＩモジュール１２０に送信し得る。
【００２５】
　いくつかの例では、通知モジュール１２２は、通知を処理するための通知列を実装し得
る。通知モジュール１２２は、受信した通知データを特定の順序（例えば、先入れ先出し
、後入れ先出しなど）で通知列に配置し得る。通知モジュール１２２は、コンピューティ
ング装置１１０にて実行されている他のアプリケーション、サービス、モジュール、又は
プラットフォームに通知列へのアクセスを与え得る。このようにして、通知モジュール１
２２は、メモリ内の場所を通知列に提供するだけでよく、コンピューティング装置１１０
にて実行されている他のアプリケーション、サービス、プラットフォーム、又はモジュー
ルは、入ってくる通知データに直接アクセスできる。例えば、ＵＩモジュール１２０は、
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コンピューティング装置１１０のメモリ内の通知列の場所を示すポインタを通知クライア
ントモジュール１２２から受信し得る。ＵＩモジュール１２０は、ユーザインタフェース
１１３の様々な態様を作成するために、通知列内の通知データを取り出して分析し得る。
【００２６】
　通知モジュール１２２は、通知をカテゴリ化し、カテゴリ的重要度のランク付けされた
順序で通知をランク付けし得る。例えば、通知モジュール１２２は、タイトル、コンテン
ツ、写真、アバター、通知アイコン、通知ソース（例えば、通知を生成したアプリケーシ
ョン又はサービス）、送信者、受信時刻、有効期限、優先度レベル、タイプなどのうちの
１つ以上を示す通知のメタデータを分析し得る。通知モジュール１２２は、通知を以下の
いずれかであるとカテゴリ化するために、通知のメタデータの少なくとも一部をモデル（
例えば、ルールベース、機械学習、又は他のタイプのモデル）に入力し得る：それらは、
重要かつ進行中タイプの通知（例えば、メディア、対応中の電話又はビデオ通話、ナビゲ
ーションの表示、画面の共有、タイマー、アラーム、会議のリマインダなど）、個人対個
人のタイプの通知（テキストメッセージ、電子メールメッセージ、チャットメッセージ、
不在の電話若しくはテレビ電話の着信、ボイスメールなど）、「バイザウェイ」タイプの
通知（プロモーション、コンテンツ提案など）、システム情報の通知（ネットワーク接続
状態、バッテリ状態、周辺機器接続状態、アプリケーションがバックグラウンドで実行さ
れているかどうかの表示、ユーザインタフェース１１３のフォアグラウンドで現在実行さ
れているアプリケーションに関係なく着信メッセージとの対話を表示及び有効にするよう
に構成されている統合メッセージングプラットフォームから受信したメッセージ、若しく
は他のシステムアラート）、又は通常のタイプの通知（例えば、前述の他のカテゴリのう
ちの１つに適合しないその他のタイプの通知）である。
【００２７】
　通知モジュール１２２若しくはコンピューティング装置１１０の他の任意の部分が、コ
ンピューティング装置１１０のユーザに関連する個人情報を記憶若しくは使用する場合、
通知モジュール１２２又はコンピューティング装置１１０の他の任意の部分は、ユーザか
らそうしてもよいという明示的な同意を受けた後に（例：メニューの設定、又は他の形式
での同意の取得によって）、個人情報を記憶又は使用するだけでよい。コンピューティン
グ装置１１０は、個人情報を記憶若しくは利用する前に、ユーザの実際のアイデンティテ
ィを削除するように分析及び／若しくは記憶されている任意の個人情報を、暗号化又は他
の方法で処理し得る。例えば、情報は、個人を識別可能な任意の情報が通知ソースから受
信されたときに削除されるように通知モジュール１２２によって処理されて、後の処理の
ために記憶され得る。
【００２８】
　いくつかの通知ソースは、様々な理由で通知を生成し得る。通知ソースが、その異なる
タイプの通知のそれ自体の分類、優先順位付け、及び設定を定義できるようにするために
、通知モジュール１２２は、通知ソースがその通知ソースに関連付けられた１つ以上の「
チャネル」を定義できるようにし得る。各チャネルは通知ソースに固有であり、それぞれ
のラベル、アラート設定（複数可）（例えば、音、バイブレーション、バナーなど）、優
先順位付けレベル、チャネルグラフィック、及び他のパラメータを有し得る。通知を生成
すると、通知ソースはその通知をそのチャネルの特定の１つに割り当て得る。通知モジュ
ール１２２は、そのチャネルに関連付けられたパラメータに従って通知を処理し得る。
【００２９】
　通知モジュール１２２は、通知のソースに従って、通知のためのいくつか又は全ての通
知パラメータ（例えば、優先順位付け、アラート設定など）に渡る、ユーザの制御及びカ
スタマイズを可能にし得る。通知モジュール１２２はさらに、通知のチャネルに従って、
通知のためのいくつか又は全ての通知パラメータに渡るユーザの制御及びカスタマイズを
可能にし得る。
【００３０】
　一般に、ＵＩモジュール１２０は、ＵＩＣ１１２にて提示されているユーザインタフェ
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ース（例えば、ユーザインタフェース１１３）との対話を管理し、その表示を制御し得る
。例えば、ＵＩモジュール１２０は、ユーザインタフェース１１３及びその要素を生成す
るために、様々なソース（例えば、コンピューティング装置１１０にて若しくはコンピュ
ーティング装置１１０と通信して実行されている、１つ以上のシステムプラットフォーム
、オペレーティングシステム、アプリケーション、モジュール、及び／又はサービス）か
ら情報（例えば通知データ）並びに／又は指示を受信し得る。それに応じて、ＵＩモジュ
ール１２０は、ＵＩＣ１１２にユーザインタフェース１１３を表示させるために、指示及
び情報をＵＩＣ１１２に出力し得る。さらに、ＵＩモジュール１２０は、ユーザインタフ
ェース１１３の要素が表示されている場所にてＵＩＣ１１２によって検出された入力に応
答して、ＵＩＣ１１２から情報を受け取り；入力を解釈するために、並びにコンピューテ
ィング装置１１０に１つ以上の機能を実行させるために、様々な宛先（例えば、コンピュ
ーティング装置１１０にて若しくはコンピューティング装置１１０と通信して実行されて
いる、１つ以上のシステムプラットフォーム、オペレーティングシステム、アプリケーシ
ョン、モジュール、及び／又はサービス）への入力に関する情報を広め得る。いくつかの
例では、ＵＩモジュール１２０は、ＵＩＣ１１２によって表示されるユーザインタフェー
スを生成するためにソースから明示的な指示を受信し得る。しかしながら、他の場合では
、ＵＩモジュール１２０は他の情報（例えば通知データ）を受信し、他の情報に基づいて
ＵＩＣ１１２によって表示されるユーザインタフェースを自動的に生成し得る。ＵＩモジ
ュール１２０は、通知モジュール１２２によって取得された通知データから、ユーザイン
タフェース１１３の要素を自動的に生成し得る。
【００３１】
　ユーザインタフェース１１３は、例えば、コンピューティング装置１１０のユーザが、
コンピューティング装置１１０にて実行されるアプリケーションを起動するため、若しく
はコンピューティング装置１１０がアクセス可能なサービスにアクセスするため、コンピ
ューティング装置１１０に関連する設定を調整するため、又はコンピューティング装置１
１０によって生成された通知及び／若しくはコンピューティング装置１１０にて実行され
ているアプリケーション、若しくはコンピューティング装置１１０がアクセス可能なサー
ビスのグラフィカルな表示を見るために、コンピューティング装置１１０と対話できるグ
ラフィカルユーザインタフェースを表す。ユーザインタフェース１１３は、ステータスバ
ー１１４Ａ、アプリケーション画面１１４Ｂ、お気に入り領域１１４Ｃ、及び通知領域１
１５を含む。図１のユーザインタフェース１１３は、グラフィカルユーザインタフェース
の一例にすぎず、図１に示された機能よりも追加の機能を含む又は機能がより少ないユー
ザインタフェース１１３の多くの他の例が存在する。
【００３２】
　ステータスバー１１４Ａ（「エネルギーバー」とも呼ばれ得る）は、日時情報、並びに
ステータスアイコン及びコンピューティング装置１１０の様々なシステムレベルの機能の
現在の状態をユーザが気づくことができる他のアイコンを含むユーザインタフェース１１
３のグラフィカル要素である。例えば、ステータスバー１１４Ａは、様々なネットワーク
接続アイコン、電池残量アイコンなどを含む。
【００３３】
　アプリケーション画面１１４Ｂは、ユーザがコンピューティング装置１１０にて実行さ
れているアプリケーション、若しくはコンピューティング装置１１０がアクセス可能なサ
ービスを起動する、若しくはその他の方法でそれらと対話することができるユーザインタ
フェース１１３のページ又は画面である。アプリケーション画面１１４Ｂは、ウィジェッ
ト、起動アイコン、背景画像、又は他の機能を含んだホーム画面となり得る。アプリケー
ション画面１１４Ｂは、複数のページ又は画面を含み得る。アプリケーション画面１１４
Ｂは、コンピューティング装置１１０にて実行されているアプリケーション又はサービス
に関連する任意のタイプのユーザインタフェース画面であり得る。図１の例では、アプリ
ケーション画面１１４Ｂは、コンピューティング装置１１０のオペレーティングプラット
フォームのホーム画面であり、選択された場合（例えば、特定の起動アイコンが表示され
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るＵＩＣ１１２の位置にてＵＩＣ１１２によって検出されているユーザ入力に応答して）
コンピューティング装置１１０に、その特定の起動アイコンに関連付けられた特定のアプ
リケーション又はサービスを実行させ得る起動アイコン１１８などの様々な起動アイコン
を含む。
【００３４】
　お気に入り領域１１４Ｃは、ユーザがコンピューティング装置１１０にて実行している
アプリケーション、又はコンピューティング装置１１０がアクセス可能なサービスを起動
できるユーザインタフェース１１３の別の領域である。お気に入り領域１１４Ｃは、図１
のアプリケーション画面１１４Ｂからアクセス可能な起動アイコンのサブセットを含み得
る。お気に入り領域１１４Ｃは、ユーザによってカスタマイズ可能であり得、最も頻繁に
アクセスされる、コンピューティング装置１１０にて実行されているアプリケーション又
はコンピューティング装置１１０がアクセス可能なサービスのうち１つ以上の起動アイコ
ンを含み得る。
【００３５】
　起動アイコンがアプリケーション画面１１４Ｂに表示されるか、又はお気に入り領域１
１４Ｃに表示されるかにかかわらず、起動アイコンは、通知バッジ１１９などの通知バッ
ジを含み得る。バッジアイコン１１９は、アプリケーションアイコン１１８と部分的に重
なる異なる位置に示されている一方で、各アプリケーションアイコン１１８に関して全て
同じ相対位置に配置され得る。通知モジュール１２２は、コンピューティング装置１１０
にて実行されているアプリケーション、又はコンピューティング装置１１０がアクセス可
能なサービスによって生成された通知を受信し、通知を処理した後、通知データ及び他の
情報をＵＩモジュール１２０に送信し得る。通知データ及び他の情報は、ＵＩモジュール
１２０に、通知を生成したアプリケーション若しくはサービスの起動アイコンに隣接して
、又はその一部として表示される通知バッジとしての通知のグラフィカルなしるしをＵＩ
Ｃ１１２にてディスプレイに表示させる、例えば、通知モジュール１２２は、起動アイコ
ン１１８に関連付けられたアプリケーション若しくはサービスによって生成された通知を
受信し、起動アイコン１１８に隣接する通知バッジ１１９を含むようにするために、ＵＩ
モジュール１１２にＵＩ１１２においてのユーザインタフェース１１３の表示を更新させ
て、起動アイコン１１８に関連付けられたアプリケーション又はサービスによって生成さ
れた通知に対してコンピューティング装置１１０のユーザに注意喚起し得る。
【００３６】
　通知領域１１５は、通知メッセージ１１６などの通知メッセージとしての通知のグラフ
ィカルなしるし、及び通知アイコン１１７など、通知のグラフィカル要素（例えば、チャ
ネルグラフィック、通知アイコン、バッジアイコン、又は他のグラフィック若しくは画像
）をディスプレイに表示するように構成されているユーザインタフェース１１３の領域で
ある。通知領域１１５は、無地、不透明、若しくは半不透明の、通知ペイン、通知ウィン
ドウ、又は通知シェードであり得る。通知ペイン、通知ウィンドウ、又は通知シェードは
、通知モジュール１２２によって受信され、未だ閲覧、読み取り、聞き取り、若しくはそ
うでなければ消去されていない各々の通知に対する、通知メッセージ及び／又は通知のグ
ラフィカル要素を示す。例えば、通知モジュール１２２が通知を受信すると、通知モジュ
ール１２２及びＵＩモジュール１２０は、１つ以上のグラフィカル要素（例えば、アイコ
ン、実行可能要素、アバターなど）、テキスト（例えば、通知ソース、タイトル、コンテ
ンツ、若しくは他の情報）、及び／又はメッセージプレビュー内に表示された他のコンテ
ンツを含み得る通知メッセージ１１６を通知領域１１５に含ませ得る。
【００３７】
　ユーザは、通知メッセージがＵＩＣ１１２によって表示される場所又はその近くに入力
することによって、通知領域１１５からの特定の通知メッセージと対話し得る。例えば、
ＵＩモジュール１２０は、通知メッセージ１１６がＵＩＣ１１２によって表示されたとき
に、通知メッセージ１１６を折り畳んだ状態から広げられた状態へ広げるように見せ、通
知メッセージ１１６が表示されるＵＩＣ１１２の位置又はその近くにてジェスチャ入力を
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検出するＵＩＣ１１２に応答して、より多くの情報を表示し得る。
【００３８】
　図１の例では、通知領域１１５は、通知領域１１５が視界から隠されているときにはス
テータスバー１１４Ａの後ろに折り畳まれて見え、視界に現れ、広がるときはアプリケー
ション画面１１４Ｂの前面に広がるように見える通知シェードである。例えば、（ユーザ
インタフェース１１３が表示されているＵＩＣ１１２の場所又はその近くでスタイラス又
は指によって実行されているドラッグダウンジェスチャとして図１に示される）ユーザ入
力１０６の検出に応答して、ＵＩモジュール１２０は、ＵＩＣ１１２における通知領域１
１５の表示を、ステータスバー１１４Ａの後ろから広がり、ユーザ入力１０６の長さに比
例したサイズが大きくなるように見せる。ＵＩモジュール１２０が、ＵＩＣ１１２によっ
て表示されている間に通知領域１１５を広げて見えるようにし得るので、通知領域１１５
内に含まれる通知メッセージは、ステータスバー１１４Ａの後ろから見えるようになり得
る。
【００３９】
　いくつかの例では、ＵＩモジュール１２０が通知領域１１５をステータスバー１１４Ａ
の後ろに隠れている、又は折り畳まれているように見せる場合、ＵＩモジュール１２０は
、通知モジュール１２２によって受信された保留中の各通知に対して、ステータスバー１
１４Ａ内に通知のグラフィカル要素１１７などの通知のグラフィカル要素をＵＩＣ１１２
に含めさせ得る。ＵＩモジュール１２０が通知領域１１５Ａをステータスバー１１４Ａの
下から広がるように見せるとき、ＵＩモジュール１２０は、通知領域１１５がステータス
バー１１４Ａの後ろから見えるようになるにつれて、通知のグラフィカル要素を通知領域
１１５の前縁とともに移動させることによって、ステータスバー１１４Ａ内に以前に表示
されていた通知のグラフィカル要素をＵＩＣ１１２にアニメーション化させ得る。通知領
域１１５内の各通知メッセージがＵＩＣ１１２にて見えるようになると、ＵＩモジュール
１２０は、ＵＩＣ１１２にグラフィカル要素１１７などの通知のグラフィカル要素を表示
させ得る。通知のグラフィカル要素は、通知領域１１５の前縁区域内に表示され、通知領
域１１５の前縁区域内から通知メッセージ内にアニメーション化されるように表示され、
その通知メッセージに対応する。このようにして、通知領域１１５が折り畳まれると、Ｕ
Ｉモジュール１２０は、ＵＩＣ１１２に、ステータスバー区域１１４Ａに通知のグラフィ
カル要素を、保留中の通知の量及びタイプのしるしとしてディスプレイに表示させる。通
知領域１１５が広げられると、ＵＩモジュール１２０は、通知領域１１５の前縁区域内の
要素１１７などの通知のグラフィカル要素のディスプレイへの表示を通じて、通知領域１
１５内に未だ表示されていない（又はステータスバー１１４Ａの後ろで未だ折り畳まれて
いる）通知メッセージに関連付けられた保留中の通知の量及びタイプのしるしを提供する
。
【００４０】
　図２は、本開示の１つ以上の態様に従う、グラフィカルユーザインタフェースの一部と
して、通知を処理し、通知のしるしを出力するように構成されている例示的なコンピュー
ティング装置を示すブロック図である。図２のコンピュータ装置２１０は、図１のコンピ
ュータ装置１１０の一例として以下に説明される。図２は、コンピューティング装置２１
０の１つの特定の例だけを示しており、コンピューティング装置２１０の多くの他の例は
、別の例において使用され、例示的なコンピューティング装置２１０において含まれる構
成要素のサブセットを含み、又は図２に示されていない追加の構成要素を含み得る。
【００４１】
　図２の例に示すように、コンピューティング装置２１０は、ユーザインタフェース構成
要素（ＵＩＣ）２１２、１つ以上のプロセッサ２４０、１つ以上の通信ユニット２４２、
１つ以上の入力構成要素２４４、１つ以上の出力構成要素２４６、及び１つ以上の記憶構
成要素２４８を含む。ＵＩＣ２１２は、出力構成要素２０２及び入力構成要素２０４を含
む。コンピューティング装置２１０の記憶構成要素２４８は、通知列２３２、アプリケー
ションモジュール２３０Ａ～２３０Ｎ（総称して「アプリケーションモジュール２３０」
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）、並びに通知モジュール２２２及びＵＩモジュール１２０を含むオペレーティングプラ
ットフォーム２２８を含む。通知モジュール２２２は、カテゴリ化モジュール２２４及び
チャネルモジュール２２６を含む。
【００４２】
　通信チャネル２５０は、構成要素間の通信（物理的、通信的、及び／又は動作的）のた
めに、構成要素２１２、２４０、２４２、２４４、２４６、並びに２４８の各々を相互接
続し得る。いくつかの例では、通信チャネル２５０は、システムバス、ネットワーク接続
、プロセス間の通信データ構造、又はデータを通信するための任意の他の方法を含み得る
。
【００４３】
　コンピューティング装置２１０の１つ以上の通信ユニット２４２は、１つ以上のネット
ワーク上でネットワーク信号を送信及び／又は受信することによって、１つ以上の有線及
び／又は無線ネットワークを介して外部の装置と通信し得る。通信ユニット２４２の例は
、ネットワークインターフェースカード（例えば、イーサネット（登録商標）カード）、
光トランシーバ、無線周波数トランシーバ、ＧＰＳ受信機、又は情報を送信及び／若しく
は受信し得る任意の他のタイプの装置を含む。通信ユニット２４２の他の例は、短波無線
機、セルラーデータ無線機、無線ネットワーク無線機、並びにユニバーサルシリアルバス
（ＵＳＢ）コントローラを含み得る。
【００４４】
　コンピューティング装置２１０の１つ以上の入力構成要素２４４は、入力を受信し得る
。入力の例は、触覚、音声、及びビデオの入力である。コンピューティング装置２１０の
入力構成要素２４２は、一例では、人間若しくは機械から入力を検出するための、プレゼ
ンスセンシティブ入力装置（例えば、タッチセンシティブ画面、ＰＳＤ）、マウス、キー
ボード、音声応答システム、ビデオカメラ、マイクロフォン、又は任意の他のタイプの装
置を含む。いくつかの例では、入力構成要素２４２は、１つ以上のセンサ構成要素、１つ
以上の位置センサ（ＧＰＳ構成要素、Ｗｉ－Ｆｉ構成要素、セルラー構成要素）、１つ以
上の温度センサ、１つ以上の移動センサ（例えば加速度計、ジャイロ）、１つ以上の圧力
センサ（例えば気圧計）、１つ以上の環境光センサ、及び１つ以上の他のセンサ（例えば
マイクロフォン、カメラ、赤外線近接センサ、湿度計など）を含み得る。他のセンサは、
心拍センサ、磁力計、グルコースセンサー、湿度計センサ、嗅覚センサ、コンパスセンサ
ー、ステップカウンターセンサーなどを含んでもよく、これらに限定されないいくつかの
他の例を挙げることができる。
【００４５】
　コンピューティング装置１１０の１つ以上の出力構成要素２４６は出力を生成し得る。
出力の例は、触覚、音声、及びビデオの出力である。コンピューティング装置２１０の出
力構成要素２４６は、一例では、ＰＳＤ、サウンドカード、ビデオグラフィックアダプタ
カード、スピーカ、陰極線管（ＣＲＴ）モニタ、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）、又は人間
若しくは機械に出力を生成するための任意の他のタイプの装置を含む。
【００４６】
　コンピューティング装置２１０のＵＩＣ２１２は、コンピューティング装置１１０のＵ
ＩＣ１１２と同様であり得、出力構成要素２０２及び入力構成要素２０４を含む。出力構
成要素２０２は、ＵＩＣ２１２によって情報が表示される画面などのディスプレイ構成要
素であり得、入力構成要素２０４は、静電容量センサのタッチなどの、出力構成要素２０
２及び／又はその近くにて物体を検出するプレゼンスセンシティブ入力構成要素であり得
る。出力構成要素２０２及び入力構成要素２０４は、スピーカ及びマイクロフォンのペア
、又は入力構成要素２４４及び出力構成要素２４４などの１つ以上の入力、並びに出力構
成要素の任意の他の組合せであり得る。図２の例において、ＵＩＣ２１２は、（図１のユ
ーザインタフェース１１３のような）ユーザインタフェースを提示し得る。
【００４７】
　一つの例示的な範囲として、プレゼンスセンシティブ入力構成要素２０４は、出力構成
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要素２０２から２インチ以下の範囲内にある１つ以上の指、スタイラス、又は１つ以上の
他の入力ユニットなどの物体を検出し得る。入力構成要素２０４は、物体が検出された、
出力構成要素２０２の位置（例えば、［ｘ、ｙ］座標）を決定し得る。別の例示的な範囲
では、入力構成要素２０４は、出力構成要素２０２から６インチ以下の物体を検出し得、
他の範囲も可能である。入力構成要素２０４は、容量性、誘導性、及び／又は光学的認識
技術を用いて、ユーザの指によって選択された出力構成要素２０２の位置を決定し得る。
いくつかの例では、入力構成要素２０４はまた、出力構成要素２０２に関して説明したよ
うに、触覚的、聴覚的、又は視覚的刺激を用いてユーザに出力する。
【００４８】
　コンピューティング装置２１０のＵＩＣ２１２は、コンピューティング装置２１０のユ
ーザからの入力として、二次元ジェスチャ及び／又は三次元ジェスチャを検出し得る。例
えば、ＵＩＣ２１２のセンサは、ＵＩＣ２１２のセンサの閾値距離内でのユーザの動き（
例えば、１つ以上の手、腕、指、他の身体部分、ペン、スタイラスなどを動かすこと）を
検出し得る。ＵＩＣ２１２は、動きの二次元又は三次元ベクトル表現を決定し、そのベク
トル表現を、多次元を有するジェスチャ入力（例えば、ハンドウェーブ、ピンチ、拍手、
ペンストロークなど）に相関させ得る。言い換えれば、ＵＩＣ２１２は、ＵＩＣ２１２が
表示のために情報を出力する画面若しくは表面又はその近くにてジェスチャすることをユ
ーザに要求することなく、多次元ジェスチャを検出し得る。その代わりに、ＵＩＣ２１２
は、ＵＩＣ２１２が表示のために情報を出力する画面若しくは表面の近くにあり得る若し
くはあり得ないセンサ又はその近くにて行われた多次元ジェスチャを検出できる。
【００４９】
　コンピューティング装置２１０の内部構成要素として示されているが、ＵＩＣ２１２は
また、入力及び出力を送信並びに／又は受信するために、コンピューティング装置２１０
とデータパスを共有する外部の構成要素を表し得る。例えば、一例では、ＵＩＣ２１２は
、コンピューティング装置２１０の外部のパッケージ内に配置され、コンピューティング
装置２１０の外部のパッケージに物理的に接続されたコンピューティング装置２１０の内
蔵の構成要素（例えば、携帯電話の画面）を表す。別の例では、ＵＩＣ２１２は、コンピ
ューティング装置２１０の外側に配置され、コンピューティング装置２１０のパッケージ
ング又はハウジングから物理的に分離されたコンピューティング装置２１０の外部の構成
要素（例えば、コンピューティング装置２１０と有線及び／又は無線データパスを共有す
るモニタ、プロジェクタなど）を表す。
【００５０】
　コンピューティング装置２１０内の１つ以上の記憶構成要素２４８は、コンピューティ
ング装置２１０の動作中に処理するための情報を記憶し得る（例えば、コンピューティン
グ装置２１０は、モジュール２２０、２２２、２２４、２２６、及び２３０によってアク
セスされるデータ、並びにコンピューティング装置２１０にて実行中のオペレーティング
プラットフォーム２２８並びに、通知列２３２を記憶し得る）。いくつかの例では、記憶
構成要素２４８は一時的なメモリであり、これは記憶構成要素２４８の主な目的が長期の
記憶ではないことを意味する。コンピューティング装置２１０上の記憶構成要素２４８は
、揮発性メモリとして情報の短期の記憶のために構成されてもよく、したがって、電源が
切られると記憶された内容を保持しない。揮発性メモリの例は、ランダムアクセスメモリ
（ＲＡＭ）、ダイナミックランダムアクセスメモリ（ＤＲＡＭ）、スタティックランダム
アクセスメモリ（ＳＲＡＭ）、及び当技術分野で知られている他の形態の揮発性メモリを
含む。
【００５１】
　記憶構成要素２４８は、いくつかの例では、１つ以上のコンピュータ読み取り可能な記
憶媒体も含む。いくつかの例における記憶構成要素２４８は、１つ以上の非一時的コンピ
ュータ読み取り可能な記憶媒体を含む。記憶構成要素２４８は、揮発性メモリによって通
常記憶されるよりも大量の情報を記憶するように構成され得る。記憶構成要素２４８はさ
らに、不揮発性メモリ空間として情報の長期の記憶のために構成されてもよく、電源オン
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／オフサイクル後に情報を保持し得る。不揮発性メモリの例は、磁気ハードディスク、光
ディスク、フロッピー（登録商標）ディスク、フラッシュメモリ、又は電気的にプログラ
ム可能なメモリ（ＥＰＲＯＭ）若しくは電気的消去及びプログラム可能（ＥＥＰＲＯＭ）
メモリの形態を含む。記憶構成要素２４８は、通知列２３２、モジュール２２０、２２２
、２２４、２２６、及び２３０、並びにオペレーティングプラットフォーム２２８に関連
する、プログラム命令並びに／又は情報（例えばデータ）を記憶し得る。記憶構成要素２
４８は、通知列２３２、モジュール２２０、２２２、２２４、２２６、及び２３０、並び
にオペレーティングプラットフォーム２２８に関連付けられたデータ又は他の情報を記憶
するように構成されているメモリを含み得る。
【００５２】
　１つ以上のプロセッサ２４０は、機能を実装し、かつ／又はコンピューティング装置２
１０に関連する指示を実行し得る。プロセッサ２４０の例は、アプリケーションプロセッ
サ、ディスプレイコントローラ、補助プロセッサ、１つ以上のセンサハブ、及びプロセッ
サ、処理ユニット、又は処理装置として機能するように構成されている任意の他のハード
ウェアを含む。モジュール２２０、２２２、２２４、２２６、及び２３０、並びにオペレ
ーティングプラットフォーム２２８は、コンピューティング装置２１０の様々な作用、動
作、又は機能を実行するためにプロセッサ２４０によって動作可能であり得る。例えば、
コンピューティング装置２１０のプロセッサ２４０は、モジュール２２０、２２２、２２
４、２２６、及び２３０、並びにオペレーティングプラットフォーム２２８に起因する本
明細書に記載の動作を、プロセッサ２４０に実行させる記憶構成要素２４８によって記憶
された命令を取り出して実行し得る。命令は、プロセッサ２４０によって実行されるとき
、コンピューティング装置２１０に、記憶構成要素２４８内に、例えば通知列２３２にて
、情報を記憶させ得る。
【００５３】
　アプリケーションモジュール２３０は、コンピューティング装置２１０にて実行されて
いる、又はコンピューティング装置２１０からアクセス可能な任意の通知のソースを表す
。例えば、アプリケーションモジュール２３０は、メッセージングアプリケーション、ソ
ーシャルメディアアプリケーション、カレンダアプリケーション、ゲームアプリケーショ
ン、デジタルアシスタントアプリケーション、キーボードアプリケーション、アプリケー
ション拡張、又はコンピューティング装置２１０にて実行されるように構成されている任
意の他のタイプのアプリケーションを含み得る。アプリケーションモジュール２３０は、
コンピューティング装置２１０からアクセス可能であるがクラウドネットワーク環境にお
いてリモートサーバにて実行されるクラウドベースのアプリケーションであり得る。アプ
リケーションモジュール２３０は、通知モジュール２２２によって受信され、かつ通知と
して通知列２３３にて記憶された通知データを生成し得る。
【００５４】
　通知列２３２は、通知データを記憶及びバッファリングするための任意の適切な記憶媒
体を表す。例えば、通知列２３２は、通知モジュール２２２が通知データを経時的に受信
するにつれて通知データを整理するためのバッファリングのための列、スタック、又はタ
イプのデータ構造であり得る。ＵＩモジュール２２０は、通知列２３２に記憶されている
通知データに基づいて、通知列２３２にアクセスし、ユーザインタフェース１１３などの
、ユーザインタフェースの要素を生成し得る。通知モジュール２２２は、通知列２３２に
情報を追加する（例えば、通知データが受信されたとき）、又は通知列２３２から情報を
削除する（例えば、ユーザが通知アラートを消すために入力したときなど）ための読み／
書き動作を実行し得る。
【００５５】
　オペレーティングプラットフォーム２２８は、コンピューティング装置２１２のコンピ
ューティングリソースを管理する。オペレーティングプラットフォーム２２８は、オペレ
ーティングシステムとも呼ばれ、モジュール２２０、２２２、２２４、２２６、及び２３
０、通知列２３２、並びに構成要素２０２、２０４、２１２、２４０、２４２、２４４、
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２４６、及び２４８の間の対話を管理する。例えば、オペレーティングプラットフォーム
２２８は、モジュール２２０、２２２、２２４、２２６、及び２３０の各々にプロセッサ
２４０のプロセッサ時間の割合が割り当てられることを確実にするためにタスクの時分割
若しくはスケジューリングを実行し得る、又はストレージ構成要素２４８、若しくは構成
要素２０２、２０４、２１２、２４２、２４４、及び２４６のうちの任意の他のものにて
記憶された情報へ効率的にアクセスし得る。言い換えれば、オペレーティングプラットフ
ォーム２２８は、コンピューティング装置２１０で実行されている、又はコンピューティ
ング装置２１０がアクセス可能であるソフトウェア、ハードウェア、及びファームウェア
の間の仲介物として動作し得る。いくつかの例では、オペレーティングプラットフォーム
２２８は、通知データ及びその提示を生成、受信、管理、又は他の方法で処理するコンピ
ューティング装置２１０の唯一の実行可能アプリケーションである。例えば、複数の特定
用途向けプログラム又はアプリケーションに頼るのではなく、コンピューティング装置２
１０のオペレーティングプラットフォーム２２８は、ＵＩモジュール２２０及び通知モジ
ュール２２２を用いて、通知に関係する全ての動作及び機能、並びにＵＩＣ２１２におけ
る通知データに関連付けられた情報の提示を制御し得る。
【００５６】
　通知モジュール２２２は、図１のコンピューティング装置１１０の通知モジュール１２
２の全ての機能を含み、コンピューティング装置２１０にて、若しくはコンピューティン
グ装置２１０と通信して実行されるプラットフォーム、アプリケーション、及びサービス
によって生成並びに／又は受信された通知データの少なくとも一部を受信、管理、並びに
その他の方法で処理するための通知モジュール２２２と同様の動作を実行し得る。図２に
示すように、通知モジュール２２２は、オペレーティングプラットフォーム２２８の一部
であり得るか又はそれに関連付けられ得る。例えば、通知モジュール２２２は、コンピュ
ーティング装置２１０の別個のモジュール若しくはアプリケーションとは対照的に、サブ
モジュール、サービス、又はオペレーティングプラットフォーム２２８のアクティビティ
であり得る。
【００５７】
　通知モジュール２２２は、（例えば、異なるコンピューティング装置から通信ユニット
２４２によって取得された情報として、アプリケーションモジュール２３０のうちの１つ
から取得された情報としてなど）通知データを受信し、通知データを通知列２３２にて記
憶し得る。通知モジュール２２２は、それが受信した通知データの一部をＵＩモジュール
２２０に出力し、及び／又はＵＩモジュール２２０へのアクセスを通知列２３２に提供し
得る。例えば、通知モジュール２２２は、記憶構成要素２４８内の通知列２３２の位置へ
のメモリポインタをＵＩモジュール２２０と共有し、ＵＩモジュール２２０がその位置に
て記憶されているデータにアクセスできるようにし得る（例えば、ＵＩモジュール２２０
がＵＩＣ２１２にユーザインタフェース１１３として表示させるグラフィカル要素を自動
的に生成するために）。
【００５８】
　通知モジュール２２２のカテゴリ化モジュール２２４は、通知をカテゴリ化し、カテゴ
リ的重要度のランク付けされた順序で通知をランク付けし得る。例えば、通知モジュール
２２２は、通知データを分析して、タイトル、コンテンツ、アバター、通知アイコン、通
知ソース（例えば、通知を生成したアプリケーション又はサービス）、送信者、受信時刻
、有効期限、優先度レベル、タイプ、及び通知に関するその他の情報を決定し得る。
【００５９】
　カテゴリ化モジュール２２４は、重要度のいくつかの異なるカテゴリのうちの１つに通
知データをカテゴリ化するために、ルールベース、機械学習、又は他のタイプのモデルを
実行し得る。モデルは、通知をカテゴリ化するために（例えば、ヒューリスティック並び
に／若しくはコンピューティング装置２１０及び他のコンピューティング装置に関連する
過去のユーザインタラクションデータに基づいて）訓練される、任意のタイプの機械学習
又は人工知能ベースのモデルであり得る。モデルは、通知の重要性とカテゴリを判断する
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ために、ヒューリスティックを用い得る。例えば、通知ソースは、カテゴリ化モジュール
２２４が通知のカテゴリの重要性を評価するために使用する要因であり得る（例えば、ナ
ビゲーションアプリケーション通知は、アプリケーションアップデート又は新機能の通知
よりも重要であるとして扱われ得る）。アプリケーションソースがフォアグラウンドプロ
セスとして実行されているかどうかは、通知の重要性を決定するための要因となり得る。
即ち、フォアグラウンドで実行中のアプリケーションモジュール２３０は、バックグラウ
ンドプロセスとして実行されているアプリケーションモジュール２３０よりも高く、又は
より重要であると評価され得る。
【００６０】
　カテゴリ化モジュール２２４は、通知に対する最も重要な、即ち最も重要度の高いラン
クのカテゴリが、典型的には時間に敏感な、又はユーザの現在の状況（例えば、場所、時
刻、ユーザの現在のタスクなど）に対して適用可能である「重要かつ進行中の」タイプの
通知であることを決定し得る。「重要かつ進行中の」タイプの通知の例は、コンピューテ
ィング装置２１０によって現在出力されているメディア（例えば、ゲーム、ビデオ、音楽
など）に関する通知、コンピューティング装置２１０を介して現在対応中の電話若しくは
ビデオ通話、コンピューティング装置２１０によって現在出力されているナビゲーション
命令、コンピューティング装置２１０の画面共有機能、コンピューティング装置２１０を
通して設定されるタイマー若しくはアラーム、カレンダ、又はコンピューティング装置２
１０によって出力される会議のリマインダなどを含む。
【００６１】
　カテゴリ化モジュール２２４は、２番目に重要な、即ち通知に対して次に重要度の高い
ランクのカテゴリが、電話若しくはビデオ通話以外の、２人の又は人々のグループの間の
何らかの形の往復メッセージ通信を含む「個人対個人」のタイプの通知であると決定し得
る。例えば、カテゴリ化モジュール２２４は、テキストメッセージ、電子メールメッセー
ジ、チャットメッセージ、不在の電話又はビデオ通話の着信、ボイスメールなどに関係す
る通知が全てのタイプの個人対個人のタイプの通知であると決定し得る。
【００６２】
　カテゴリ化モジュール２２４は、２番目に重要度の低い、即ち通知に対して次に重要度
の低いランクのカテゴリが、情報に関するがいずれの進行中の通信又は現在のタスクに必
ずしも関連しない「バイザウェイ」タイプの通知であると決定し得る。例えば、カテゴリ
化モジュール２２４は、宣伝、広告、及びコンテンツ提案に関係する通知が全てのタイプ
のバイザウェイタイプの通知であると決定し得る。
【００６３】
　カテゴリ化モジュール２２４は、２番目に重要度の低い、即ち通知に対して次に重要度
の低いランクのカテゴリがシステム情報の通知であると決定し得る。システム情報の通知
の例は、ソフトウェアアップデート（例えば、オペレーティングシステムアップデート、
アプリケーションアップデートなど）、ネットワーク接続状態、バッテリ状態、周辺機器
接続状態、現在実行中のアプリケーションの状態、ユーザインタフェース１１３のフォア
グラウンドで現在実行されているアプリケーションであるかに関係なく、着信メッセージ
との対話を表示及び可能にするように構成されている統合メッセージングプラットフォー
ムから受信したメッセージ、並びに他のシステムアラートに関する情報を含む。
【００６４】
　カテゴリ化モジュール２２４は、通知に対する重要度の中ランクのカテゴリが「通常の
」タイプの通知であると判断し得る。カテゴリ化モジュール２２４は、重要かつ進行中タ
イプの通知、個人対個人のタイプの通知、バイザウェイタイプの通知、又はシステム情報
の通知のいずれでもない任意の通知は、他のタイプの通知と比較して、上位にも下位にも
ランク付けするべきではない通常のタイプ通知であると決定し得る。
【００６５】
　いくつかの通知ソースは、様々な理由で通知を生成し得る。通知ソースが、その異なる
タイプの通知に対するそれ自体の分類、優先順位付け、及び設定を定義できるようにする



(19) JP 6957632 B2 2021.11.2

10

20

30

40

50

ために、通知モジュール２２２のチャネルモジュール２２６は、アプリケーションモジュ
ール２３０のいずれかがそのアプリケーションモジュール２３０に関連する１つ以上の「
チャネル」を定義できるようにし得る。各チャネルは、特定のアプリケーションモジュー
ル２３０に対して固有であり得、それぞれのラベル、アラート設定（複数可）（例えば、
音、バイブレーション、バナーなど）、優先順位付けレベル、チャネルグラフィック、及
び／又は他のパラメータを有し得る。通知を生成すると、その通知を生成したアプリケー
ションモジュール２３０のうちの１つ（例えばアプリケーションモジュール２３０Ａ）は
、その通知をアプリケーションモジュール２３０Ａに関連付けられたチャネルのうちの特
定の１つに割り当て得る。チャネルモジュール２２６は、チャネルパラメータを解釈し、
通知モジュール２２２に、アプリケーションモジュール２３０Ａに対するチャネルに関連
付けられたパラメータに従って通知を処理させ得る。
【００６６】
　通知モジュール２２２は、通知ソースに従って通知のためのいくつか又は全ての通知パ
ラメータ（例えば、優先順位付け、アラート設定など）に渡るユーザ制御及びカスタマイ
ズを可能にし得るが、チャネルモジュール２２６はさらに通知ソースに従って通知のため
のいくつか又は全ての通知パラメータに渡るユーザ制御及びカスタマイズを可能にし得る
。例えば、チャネルモジュール２２６は、チャネルのパラメータに関連する値を決定する
ために、ユーザインタフェース１１３などのユーザインタフェースの設定ページで検出さ
れたユーザ入力を管理し得る。
【００６７】
　通知モジュール２２２若しくはコンピューティング装置２１０の任意の他の部分が、コ
ンピューティング装置２１０のユーザに関連する個人情報（例えば、通知情報、通信、連
絡先、コンテキスト情報など）を記憶若しくは使用する場合、通知モジュール２２２又は
コンピューティング装置２１０の任意の他の部分は、そうしてもよいとユーザから明示的
な同意を受けた後に（例えば、メニュー設定によって、若しくは他の形態で同意を得るこ
とによって）個人情報を記憶又は使用するだけであり得る。コンピューティング装置２１
０は、個人情報を記憶若しくは使用する前に、分析及び／若しくは格納されている任意の
個人情報を暗号化又は他の方法で処理して、ユーザの実際のアイデンティティを削除し得
る。例えば、個人を識別可能な任意の情報が、通知ソースから受信され、後の処理のため
に記憶されたときに削除されるようにするために、情報は通知モジュール２２２によって
処理され得る。
【００６８】
　通知モジュール２２２のチャネルモジュール２２６は、アプリケーションプログラミン
グインターフェース（ＡＰＩ）を提供し得る。そのアプリケーションプログラミングイン
ターフェースから、任意のアプリケーションモジュール２３０は、そのアプリケーション
又は通知ソースに特有の１つ以上のそれぞれの通知チャネルを定義し得る。つまり、チャ
ネルモジュール２２６は、メカニズム（例えば、ＡＰＩ）を提供し得る。そのメカニズム
により、アプリケーションモジュール２３０のうちの１つの開発者がそのアプリケーショ
ンモジュール２３０によって生成され得る様々なタイプの通知をしるしを提供し得る。チ
ャネルモジュール２２６は、アプリケーションモジュール２３０がコンパイル中に又は動
的に（例えば、実行時に）チャネルを定義することを可能にし得る。
【００６９】
　例えば、ソーシャルメディアアプリケーションは、（例えば、ソーシャルメディアサー
ビスの新機能に対してユーザに注意喚起するための）宣伝の通知、プロフィール更新通知
、着信メッセージ通知、関係要求の通知、又はソーシャルメディアサービスに関連した様
々な他のタイプの通知を生成し得る。ソーシャルメディアアプリケーションは、それが生
成する各タイプの通知に対してチャネルモジュール２２６によって提供されるＡＰＩを介
してチャネルを定義し、それによって、異なるタイプのソーシャルメディア通知の各々に
対しての分類、カテゴリ化、優先順位付け、及び設定に渡るユーザ制御を可能にし得る。
【００７０】
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　ＵＩモジュール２２０は、図１のコンピューティング装置１１０のＵＩモジュール１２
０の全ての機能を含み、コンピューティング装置２１０がユーザからの入力及びユーザへ
の出力を処理するためにＵＩＣ２１２にて提供するユーザインタフェース（例えば、ユー
ザインタフェース１１３）を管理するためのＵＩモジュール１２０と同様の動作を実行し
得る。例えば、ＵＩモジュール２２０は、通知データ及び通知モジュール２２２によって
取得された他の情報に基づいて指示又は命令を生成して、ＵＩＣ２１２にユーザインタフ
ェース１１３及びその要素を表示させ得る。通知モジュール２２２の場合と同様に、ＵＩ
モジュール２２０はオペレーティングプラットフォーム２２８の一部であっても、又はそ
れに関連付けられ得る。例えば、ＵＩモジュール２２０は、コンピューティング装置２１
０の別個のモジュール又はアプリケーションとは対照的に、サブモジュール、サービス、
又はオペレーティングプラットフォーム２２８のアクティビティであり得る。
【００７１】
　ＵＩモジュール２２０は、通知列２３２にて受信及び記憶時に通知データを分析し、通
知が生成及び／又は受信された直後にＵＩＣ２１２が通知のグラフィカルなしるしを（例
えば、通知バッジ、通知メッセージ、又は他のタイプのグラフィカルなしるしとして）デ
ィスプレイに表示するように、（通知モジュール２２２からの命令の受信に応答して）ユ
ーザインタフェース１１３の要素を更新し得る。
【００７２】
　図３Ａは、本開示の１つ以上の態様に従う、通知バッジ及び通知プレビューを表示する
ように構成されている例示的なコンピューティング装置によって提示される例示的なグラ
フィカルユーザインタフェースを示す概念図である。図３Ａは、図２のコンピューティン
グ装置２１０のコンテキストにおいて以下に説明される。
【００７３】
　図３Ａは、コンピューティング装置２１０によって表示され得る例示的なユーザインタ
フェースとしてのユーザインタフェース３１３を示す。コンピューティング装置２１０の
ＵＩモジュール２２０及び通知モジュール２２２は、表示のためにＵＩＣ２１２にユーザ
インタフェース３１３を出力させ得る。ユーザインタフェース３１３は、ステータスバー
３１４Ａ、アプリケーション画面３１４Ｂ、及びお気に入り区域３１４Ｃを含む。アプリ
ケーション画面３１４Ｂ内に表示されているように、ユーザインタフェース３１３は、通
知ソースに関連するグラフィカル要素を表す起動アイコン３１８を含む。起動アイコン３
１８又はその近くに表示されているのは、通知バッジ３１９である。図３Ａの例には示さ
れているが、アプリケーション画面３１４Ｂ内に表示されているように、起動アイコン３
１８及び通知バッジ３１９は、お気に入り区域３１４Ｃ又はユーザインタフェース３１３
のいくつかの他の部分に表示され得る。
【００７４】
　ユーザは、起動アイコン３１８が表示されるＵＩＣ２１２の位置又はその近くにて第１
のタイプのユーザ入力（例えばタップジェスチャ）をし得る。ＵＩモジュール２２０は、
第１のタイプのユーザ入力が起動アイコン３１８を選択する入力であると解釈して、コン
ピューティング装置２１０に起動アイコン３１８に関連付けられたアプリケーション又は
サービスを実行させ得る。ユーザは、起動アイコン３１８が表示されるＵＩＣ２１２の位
置又はその近くにて、第２のタイプのユーザ入力３０６（例えば、長押しジェスチャ）を
し得る。ＵＩモジュール２２０は、第２のタイプのユーザ入力３０６が起動アイコン３１
８を選択する入力であると解釈し、コンピューティング装置２１０に通知領域３１５を表
示させ得る。通知領域３１５は、図３Ａの例においては、通知メッセージ３１６Ａ－３１
６Ｄ（総称して「通知メッセージ３１６」）を含む通知プレビューウィンドウである。通
知メッセージ３１６の各々は、通知モジュール２２２が起動アイコン３１８に関連付けら
れた通知ソースから受信した異なる保留中の通知に対応する。
【００７５】
　通知領域３１５から、コンピューティング装置２２０のユーザは、通知メッセージ３１
６が図１の通知領域１１５などの通知シェードで表示されている場合に彼又は彼女が通知
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メッセージ３１６と対話するであろうと同じ方法で、通知メッセージ３１６と対話し得る
。例えば、ユーザは、通知メッセージ３１６Ｄが表示されているＵＩＣ２１２の位置又は
その近くにてジェスチャ入力を提供して、折り畳まれて示される通知メッセージ３１６Ａ
－３１６Ｃよりも多くのコンテンツを通知メッセージ３１６Ｄに広げて表示させ得る。コ
ンピューティング装置２１０は、通知領域３１５からのインライン動作を可能にし得る。
コンピューティング装置２１０は、通知領域３１５にて検出された入力をユーザコマンド
に対応するものとして解釈して、通知メッセージ３１６のいずれかに対応する通知に関す
る動作をコンピューティング装置２１０に実行させ得る。いくつかの例では、コンピュー
ティング装置２１０は、１つ以上の入力を検出することに応答して、対応する通知を消去
し、対応する通知に返信し（例えば、通知がメッセージ通知である場合）、通知が保留中
のままになるように対応する通知をマーク又は保存し、通知を転送し、通知をブロックし
、通知の設定を調整し、又は通知領域若しくは通知シェードからの通知に関して実行され
得る任意のその他の動作をし得る。
【００７６】
　いくつかの例では、通知バッジ３１９は、通知領域３１５内にアニメーション化し得る
。つまり、ＵＩモジュール２２０は、起動アイコン３１８が表示されている場所若しくは
その近くにて長押しジェスチャを検出することに応答して、通知バッジ３１９から通知領
域３１５を大きく又は広げるように見せ得る。例えば、通知領域３１５は、長押しに応答
して通知メッセージ３１６を表示するために起動アイコン３１８から大きくなるように見
え得る。
【００７７】
　図３Ｂは、本開示の１つ以上の態様に従う、図３Ａの例示的なグラフィカルユーザイン
タフェースからの例示的な通知バッジを示す概念図である。図３Ａは、図２のコンピュー
ティング装置２１０のコンテキストで以下に説明される。
【００７８】
　図３Ｂは、起動アイコン３１８に隣接して又はその一部として表示される例示的な通知
バッジとしての通知バッジ３１９Ａ－３１９Ｆを含む。しかしながら、他のコンピューテ
ィング装置によって表示され得る、起動アイコンに関連付けられたアプリケーション又は
サービスについて現在保留中の通知の総数を単に示す典型的な通知バッジとは異なり、通
知バッジ３１９－３１９Ｆは、通知バッジが表す保留中の通知の内容、通知が割り当てら
れているカテゴリ、及び／又は通知が関連付けられたチャネルを反映する情報（例えばグ
ラフィカルな情報、テキスト、画像、グラフィック、アイコン、アバターなど）を含む。
【００７９】
　例えば、通知バッジ３１９Ａは、起動アイコン３１８に関連付けられた保留中の通知（
複数可）が、保留中の通知（複数可）を生成したアプリケーション又はサービスの新しい
メッセージチャネルに関連付けられていることを示すためのメッセージングアイコンを含
む。通知バッジ３１９Ｂは、起動アイコン３１８に関連付けられた保留中の通知（複数可
）が（例えば、通知モジュール２２２によってカテゴリ化されるように）個人対個人のタ
イプの通知であることを示すための個人アイコンを含む。通知バッジ３１９Ｃは、起動ア
イコン３１８に関連付けられた保留中の通知（複数可）が肯定的なフィードバック通知で
あることを示すための「いいね」アイコンを含む。通知バッジ３１９Ｄは、起動アイコン
３１８に関連する保留中の通知（複数可）が（例えば、友人又は家族の誕生日のための）
重要かつ進行中のイベントリマインダ通知に関連付けられていることを示すための誕生日
ケーキアイコンを含む。通知バッジ３１９Ｅ及び３１９Ｆは、人又はユーザに関連付けら
れたグラフィカル要素を含み、起動アイコン３１８に関連する保留中の通知（複数可）が
特定の人又はユーザに（例えば、コンピューティング装置２１０のアドレス帳から）関連
付けられていることを示す。その特定の人又はユーザは、通信（電子メール、チャットメ
ッセージ、インスタントメッセージ、テキストメッセージ、ビデオメッセージ、ボイスメ
ール、又は送信者からの任意のその他のタイプの通信）の送信者である。例えば、バッジ
３１９Ｅ及び３１９Ｆは、保留中の通知に関連付けられた人若しくはユーザを示す写真、
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アバター、又は他のグラフィカル要素（例えば、画像、グラフィック、ステッカー、絵文
字など）であり得る。
【００８０】
　図３Ｂに示すように、起動アイコン３１８が単一のアプリケーション若しくはサービス
に関連付けられているとしても、コンピューティング装置２１０は、保留中の通知（複数
可）の内容、カテゴリ、又はチャネルを反映する通知バッジ３１９Ａ－３１９Ｄなどの異
なるタイプの通知バッジを起動アイコン３１８に持たせ得る。保留中の通知の内容を反映
した通知バッジを表示することは、一部のユーザが他のタイプの通知バッジを見ることか
ら持ち得る不安及び／又は混乱を最小限に抑え得る。
【００８１】
　図４は、本開示の１つ以上の態様に従う、通知バッジ及び通知プレビューを表示するよ
うに構成されている例示的なコンピューティング装置によって実行される例示的な動作を
示すフローチャートである。図４は、図２のコンピューティング装置２１０のコンテキス
トにおいて以下に説明される。
【００８２】
　コンピューティング装置２１０は通知を受信し得る（４０２）。コンピューティング装
置２１０は、通知の内容を決定し得る（４０４）。例えば、通知モジュール２２２は、ア
プリケーション２３０Ａから通知を受け取り、その通知を通知列２３３にて記憶し得る。
【００８３】
　コンピューティング装置２１０は、通知の内容を反映するバッジを決定し得る（４０６
）。例えば、カテゴリ化モジュール２２４は、その通知が誕生日パーティーについての家
族からのメッセージであると決定し、それに応答してその通知を個人対個人のタイプの通
知としてカテゴリ化し、通知モジュール２２２は、その通知に図３の通知バッジ３１９Ｂ
のように見える通知バッジを割り当て得る。
【００８４】
　コンピューティング装置２１０は、任意の他の保留中の通知がその通知のソースに関連
付けられているかどうかを決定し得る（４０８）。通知のソースに関連付けられた他の通
知が現在保留中でない場合（４０８、「いいえ」の分岐）、コンピューティング装置２１
０は、通知のソースを起動するためのグラフィカル要素又はその近くにてバッジを表示し
得る（４１２）。しかしながら、通知のソースに関連付けられた他の通知が現在保留中で
ある場合（４０８、「はい」分岐）、コンピューティング装置２１０は、通知及び現在保
留中の他の通知の内容を反映するためにバッジを更新し得る（４１０）。
【００８５】
　例えば、通知モジュール２２２は、アプリケーションモジュール２３０Ａに関連付けら
れた他の通知に対して通知列２３２を検索し得る。アプリケーションモジュール２１０Ａ
に関連付けられた第２の保留中の通知を識別することに応答して、通知モジュール２２２
は、両方の保留中の通知の内容を反映する通知バッジを決定し得る。第２の通知は、家族
からのメッセージにおいて言及された誕生日パーティーのためのイベントリマインダ又は
カレンダ予約であり得る。通知モジュール２２２は、両方の通知がパーティー又は誕生日
に関連していると決定し、したがって、図３Ｂの通知バッジ３１９Ｄのように見える通知
バッジを用いて通知を割り当て得る。２つ以上の通知が無関係である場合、通知モジュー
ル２２２は、通知ソース及び／又は異なる通知に一般的な通知バッジを決定し得る。例え
ば、通知が２つの無関係なメッセージに関連付けられている場合、通知モジュール２２２
は、通知バッジを、通知の一方だけ又は両方に関連するメッセージではなく、一般的なメ
ッセージバッジであると決定し得る。
【００８６】
　コンピューティング装置２１０は、通知のソースを起動するためのグラフィカル要素又
はその近くにてバッジを表示し得る（４１２）。例えば、通知モジュール２２２は、起動
アイコン３１８が表示されるＵＩＣ２１２の位置又はその近くにあるユーザインタフェー
ス３１３内の通知バッジ３１９ＤをＵＩモジュール２２０に表示させる命令をＵＩモジュ
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ール２２０に送信し得る。
【００８７】
　コンピューティング装置２１０は、通知のソースを起動するためのグラフィカル要素を
選択する長押しジェスチャを検出し得る（４１４）。例えば、ＵＩモジュール２２０は、
起動アイコン３１８が表示されているＵＩＣ２１２の位置にて長押しジェスチャ３０６が
検出されていることを示す情報をＵＩＣ２１２から受信し得る。
【００８８】
　コンピューティング装置２１０は、その通知に対するそれぞれの通知メッセージ、及び
他の保留中の通知の各々を含む通知プレビューを表示し得る（４１６）。例えば、起動ア
イコン３１８に関連付けられたアプリケーション又はサービスをジェスチャ３０６に応答
して起動するのではなく（例えば、ジェスチャ３０６が短押しジェスチャである場合、Ｕ
Ｉモジュール２２０が行い得るので）、ＵＩモジュール２２０はＵＩＣ２１２に、通知領
域３１５を表示させ得る。通知領域３１５は、アプリケーションモジュール２３０Ａによ
って生成された２つの保留中の通知に対応する通知メッセージ３１６Ａ及び３１６Ｂを含
む。
【００８９】
　図５は、本開示の１つ以上の態様に従う、カテゴリ的順序に従って通知メッセージをカ
テゴリ化し表示するように構成されている例示的なコンピューティング装置によって提示
される例示的なグラフィカルユーザインタフェースを示す概念図である。図５は、図２の
コンピューティング装置２１０のコンテキストで以下に説明される。
【００９０】
　図５は、コンピューティング装置２１０によって表示され得る例示的なユーザインタフ
ェースとしてのユーザインタフェース５１３を示す。コンピューティング装置２１０のＵ
Ｉモジュール２２０及び通知モジュール２２２は、表示のためのユーザインタフェース５
１３をＵＩＣ２１２に出力させ得る。ユーザインタフェース５１３は、ステータスバー５
１４Ａ、アプリケーション画面５１４Ｂ、及びお気に入り領域５１４Ｃを含む。アプリケ
ーション画面５１４Ｂの前面又は上に重ねられ、ステータスバー５１４Ａの下から突き出
ているユーザインタフェース５１３は、通知領域５１５（例えば通知ペイン）を含む。通
知領域５１５内には通知メッセージ５１６Ａ－５１６Ｅがある。通知メッセージ５１６Ａ
は、「重要かつ進行中の」通知の１つ以上の通知メッセージを表す。通知メッセージ５１
６Ｂは、「個人対個人」の通知の１つ以上の通知メッセージを表す。通知メッセージ５１
６Ｃは、「通常の」通知の１つ以上の通知メッセージを表す。通知メッセージ５１６Ｄは
、「バイザウェイ」通知の１つ以上の通知メッセージを表す。通知メッセージ５１６Ｅは
、「システム情報の」通知の１つ以上の通知メッセージを表す。
【００９１】
　通知モジュール２２２及びＵＩモジュール２２０は、全ての通知がユーザにとって等し
く重要であるとは限らず、したがって、同等に（例えば、時系列などで）提示されるべき
ではないという前提の下で、図５に示される順序でＵＩＣ２１２に通知メッセージ５１６
を表示させ得る。代わりに、通知領域５１５は、ユーザが通知領域５１５を見た瞬間に、
自分にとって重要なことをより容易に識別し、それに基づいて行動することを可能にし得
る。通知領域５１５は、通知領域５１５内により良い階層を作成するために、通知の異な
るカテゴリを分離する一貫した空間的かつ視覚的合図に依存する。
【００９２】
　コンピューティング装置２１０は、重要かつ進行中の通知に対する通知メッセージ５１
６Ａを他の通知メッセージよりも目立つように表示する。つまり、通知メッセージ５１６
Ａが通知領域５１５の最上部にて表示されるので、通知領域５１５が広がって見えるよう
になると、通知メッセージ５１６Ａが最初に表示される。これは、ユーザがその時点で自
分にとって重要なことを識別し、それに基づいて行動することを可能にし得る。開発者は
、カスタマイズの手間をかけずに、自分のアプリケーションが通知に値するための相応の
顕著性を得ることを可能にし得る。通知モジュール２２２は、アプリケーションが通知を
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「重要かつ進行中の」通知であるとして自己指定することを可能にし得る。
【００９３】
　コンピューティング装置２１０は、個人対個人の通知のための通知メッセージ５１６Ｂ
を、重要かつ進行中の通知よりも目立たないように表示するが、他の通知よりも目立つよ
うに表示する。つまり、通知メッセージ５１６Ｂは、通知領域５１５が広げられるとき通
知メッセージ５１６Ｂが２番目に表示されるように、通知領域５１５の上から２番目に表
示される。これは、ユーザが他のユーザとのオープンな会話を識別することを可能にし、
より速く返信するための方法を提供し得る。
【００９４】
　コンピューティング装置２１０は、重要かつ進行中の通知よりも目立たないように、か
つ個人対個人及び通常の通知よりも目立たないように、しかしシステム情報の通知よりも
目立つようにして、バイザウェイ通知についての通知メッセージ５１６Ｄを表示する。つ
まり、通知メッセージ５１６Ｂは、通知領域５１５の下から２番目に表示される。これは
、これらの重要性の低い通知の強調度合いを弱めることがあり得、そのためユーザは、気
になる可能性が高い他のより重要な通知に集中できる。
【００９５】
　図６は、本開示の１つ以上の態様に従う、カテゴリ的順序に従って通知メッセージをカ
テゴリ化し表示するように構成されている例示的なコンピューティング装置によって実行
される例示的な動作を示すフローチャートである。図６は、図２のコンピューティング装
置２１０のコンテキストで以下に説明される。
【００９６】
　コンピューティング装置２１０は、１つ以上の通知を受信し得る（６０２）。例えば、
通知モジュール２２２は、アプリケーションモジュール２３０によって生成された１つ以
上の通知を受信し得る。
【００９７】
　コンピューティング装置２１０は、１つ以上の通知の各々を以下のいずれかとしてカテ
ゴリ化し得る：それらは、重要かつ進行中、個人対個人、通常、バイザウェイ、又はシス
テム情報の通知（６０４）である。例えば、ヒューリスティック、機械学習モデル、又は
他のタイプのモデルに基づくルールベースのモデルを用いて、カテゴリ化モジュール２２
４は、１つ以上の通知の各々をカテゴリ化し得る。
【００９８】
　コンピューティング装置２１０は、カテゴリに従って１つ以上の通知をグループ化し得
る（６０６）。例えば、通知モジュール２２２は、それぞれのカテゴリとともに通知列２
３２にて記憶された各通知を、タグ付けするか又はそうでなければ指定し得る。
【００９９】
　コンピューティング装置２１０は、グラフィカルユーザインタフェースの通知領域を表
示するためのユーザ入力を受信し得る（６０８）。例えば、ＵＩモジュール２２０は、コ
ンピューティング装置２１０のユーザがユーザインタフェース５１３の表示通知領域５１
５に入力したことを示す情報をＵＩＣ２１２から受信し得る。
【０１００】
　コンピューティング装置２１０は、システム情報の通知に対する通知メッセージが最も
目立たないように表示され、バイザウェイ通知に対する通知メッセージは、システム情報
の通知に対する通知メッセージよりも目立つように表示され、通常の通知に対する通知メ
ッセージは、バイザウェイ通知に対する通知メッセージよりも目立つように表示され、個
人対個人の通知に対する通知メッセージは、通常の通知に対する通知メッセージよりも目
立つように表示され、重要かつ進行中の通知に対する通知メッセージは、個人対個人の通
知に対する通知メッセージよりも目立つように表示されるように、通知領域を表示し得る
（６１０）。例えば、ＵＩモジュール２２０は、通知列２３２にて記憶された保留中の通
知を取り出し、ＵＩＣ２１２に、それらのカテゴリタグによって定義される通知領域５１
５の特定の区域内に通知を表示させ得る。ＵＩモジュール２２０は、「重要かつ進行中」
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指定を用いてタグ付けされた通知をより目立つように表示させてもよく、通知のその他の
各カテゴリに対しても同様である。
【０１０１】
　図７は、本開示の１つ以上の態様に従う、通知ソースが１つ以上の通知チャネルを定義
できるように構成されている例示的なコンピューティング装置によって提示される例示的
なグラフィカルユーザインタフェースを示す概念図である。図７は、図２のコンピューテ
ィング装置２１０のコンテキストにおいて以下に説明される。
【０１０２】
　図７は、コンピューティング装置２１０によって表示され得る例示的なユーザインタフ
ェースとしてのユーザインタフェース７１３を示す。コンピューティング装置２１０のＵ
Ｉモジュール２２０及び通知モジュール２２２は、表示のためのユーザインタフェース７
１３をＵＩＣ２１２に出力させ得る。ユーザインタフェース７１３は、コンピューティン
グ装置２１０によって各通知ソースに提供される一般的な設定メニューである。通知ソー
スがそれら自体の独自に定義された通知設定画面を有することを可能にするのではなく、
通知モジュール２２２は、コンピューティング装置２１０に、ユーザインタフェース７１
３と同様に各通知ソースに対して標準化された設定画面を提示させ得る。標準化された設
定画面は、通知ソースに対する通知設定全体に渡るユーザ制御、又は個々のチャネルに対
するより詳細なレベルの制御をユーザに可能にし得る。つまり、ユーザは、アプリケーシ
ョンソース全体若しくはアプリケーションソースによって定義された個々の各チャネルに
対して通知を有効又は無効にするために、ユーザインタフェース７１３にて入力し得る。
このように、単一の通知ソースから来る通知は、各通知が属するチャネルに割り当てられ
たパラメータによって定義された、異なる属性又はパラメータを有しうる。パラメータの
例は、色、着信音、バイブレーションパターン、バイブレーション強度、音の属性、重要
度又は優先度のレベル、アイコン、グラフィカル要素、フォント、フォントサイズ、又は
通知の可聴、グラフィカル、及び／若しくは触覚的しるしを出力する方法を定義する任意
のその他のパラメータを含む。もはや、通知ソースは、全てのそれらの通知に対する共通
の通知設定に落ち着く必要がない。
【０１０３】
　図８は、本開示の１つ以上の態様に従う、通知ソースが１つ以上の通知チャネルを定義
できるように構成されている例示的なコンピューティング装置によって実行される例示的
な動作を示すフローチャートである。図８は、図２のコンピューティング装置２１０のコ
ンテキストで以下に説明される。
【０１０４】
　コンピューティング装置２１０は、通知ソースによって生成された通知を受信し得る（
８０２）。例えば、通知モジュール２２２は、アプリケーションモジュール２３０Ｂから
通知を受信し得る。
【０１０５】
　コンピューティング装置２１０は、各チャネルが通知ソースによって定義された１つ以
上のパラメータを有し、通知ソースによって定義された１セットのチャネルを決定し得る
。（８０４）。例えば、通知を生成する前に、アプリケーションモジュール２３０Ｂは、
その通知のための１つ以上のチャネルを定義するために、ＡＰＩを介してチャネルモジュ
ール２２６と対話し得る。アプリケーションモジュール２３０Ｂは、ＡＰＩを通して、各
チャネルのパラメータに値を割り当て、その値とパラメータをチャネルモジュール２２６
に送信し得る。チャネルモジュール２２６はチャネル値及びパラメータを記憶し得る。
【０１０６】
　コンピューティング装置２１０は、通知に割り当てられたチャネルのセットから特定の
チャネルを決定し得る（８０６）。例えば、通知モジュール２２２は、アプリケーション
モジュール２３０Ｂからの通知に関連付けられたメタデータを分析して、それが割り当て
られていた特定のチャネルを決定し得る。
【０１０７】
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　コンピューティング装置２１０は、特定のチャネルの１つ以上のパラメータを決定し得
る（８０８）。例えば、チャネルモジュール２２６は、通知のメタデータから決定された
チャネルの１つ以上のパラメータを調べ得る。
【０１０８】
　コンピューティング装置２１０は、特定のチャネルの１つ以上のパラメータに従って通
知のしるしを出力し得る（８１０）。例えば、通知モジュール２２２は、特定のチャネル
の１つ以上のパラメータと共に通知データを通知列２３２にて記憶し得る。それは、ＵＩ
モジュール２２０がユーザインタフェースの一部としてのしるしとして後続の出力のため
に通知を取り出すとき、ＵＩモジュール２２０が、通知のしるしが出力され、特定のチャ
ネルの１つ以上のパラメータによって定義される品質を通知のしるしに持たせ得るように
するためである。
【０１０９】
　図９Ａから図９Ｆは、本開示の１つ以上の態様に従う、グラフィカルユーザインタフェ
ースの通知領域内の通知のグラフィカル要素を表示するように構成されている例示的なコ
ンピューティング装置によって提示される例示的なグラフィカルユーザインタフェースを
示す概念図である。図９Ａから９Ｆは、図２のコンピューティング装置２１０のコンテキ
ストで以下に説明される。
【０１１０】
　図９Ａから図９Ｆは、コンピューティング装置２１０によって表示され得る例示的なユ
ーザインタフェースとしてのユーザインタフェース９１３を示す。コンピューティング装
置２１０のＵＩモジュール２２０及び通知モジュール２２２は、表示のためのユーザイン
タフェース９１３をＵＩＣ２１２に出力させ得る。ユーザインタフェース９１３は、ステ
ータスバー９１４Ａ、アプリケーション画面９１４Ｂ、及びお気に入り区域９１４Ｃを含
む。
【０１１１】
　図９Ａは、ステータスバー９１４Ａ内の１セットのグラフィカル要素として表示された
通知のグラフィカル要素９１７Ａ－９１７Ｄ（総称して「通知のグラフィカル要素９１７
」）を示す。グラフィカル要素のセット内の通知のグラフィカルな各要素９１７は、保留
中の通知又は保留中の通知のグループに対応する。ユーザは、コンピューティング装置２
１０に通知領域９１５を表示させるためにスワイプジェスチャ９０６をし得る。
【０１１２】
　図９Ｂは、通知領域９１５（例えば通知ペイン）が、スワイプジェスチャ９０６に応答
して、ステータスバー９１４Ａの下から下方にどのように広がるかを示す。図９Ｂは、Ｕ
Ｉモジュール２２０が、もはやステータスバー９１４Ａ内ではなく、通知領域９１５Ａ内
の、通知領域９１５Ａが見えるようになると通知領域９１５Ａの前縁近くのグラフィカル
要素９１７のセットを、ＵＩＣ２１２に表示させる方法をさらに示す。
【０１１３】
　図９Ｂにおいて示されるように、通知メッセージ９１６Ａが見えるようになると、通知
メッセージ９１６Ａに関連付けられた通知に対応する、通知領域９１５の前縁近くに表示
されるグラフィカル要素９１７のセットからのグラフィカル要素９１７Ａは、グラフィカ
ル要素９１７のセットから削除され、それが通知メッセージ９１６Ａ内の位置に移動する
ようにアニメーション化される。このようにして、ユーザは、グラフィカル要素９１７Ａ
が通知メッセージ９１６Ａに対応するという事実を知らせる。また、グラフィカル要素９
１７のセットにおける残りのグラフィカル要素を数えることによって、ユーザは、通知領
域９１Ａ内の残りの（未展開の）通知メッセージの量に関する視覚的な確認を得ることが
できる。
【０１１４】
　図９Ｃにおいて示されるように、ジェスチャ９０６のサイズ（例えば長さ）が大きくな
るにつれて、ＵＩモジュール２２０は、通知領域９１５のサイズ（例えば長さ）を同様に
比例して大きくさせ得る。通知メッセージ９１６Ｂが見えるようになると、通知メッセー
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ジ９１６Ｂに関連付けられた通知に対応する、通知領域９１５の前縁近くに表示されてい
るグラフィカル要素９１７のセットからのグラフィカル要素９１７Ｂは、グラフィカル要
素９１７のセットから削除され、それが通知メッセージ９１６Ｂ内の位置に移動するよう
にアニメーション化される。
【０１１５】
　図９Ｄ及び図９Ｅにおいても示されるように、ジェスチャ９０６のサイズがさらに大き
くなるにつれて、ＵＩモジュール２２０は通知領域９１５のサイズをさらに大きくし得る
。通知メッセージ９１６Ｃが図９Ｄにおいて見えるようになると、通知メッセージ９１６
Ｃに関連付けられた通知に対応する、通知領域９１５の前縁の近くに表示されたグラフィ
カル要素９１７のセットからのグラフィカル要素９１７Ｃは、グラフィカル要素９１７の
セットから削除され、それが通知メッセージ９１６Ｃ内の位置に移動するようにアニメー
ション化される。通知メッセージ９１６Ｄが図９Ｅにおいて見えるようになると、通知メ
ッセージ９１６Ｄに関連付けられた通知に対応する、通知領域９１５の前縁の近くに表示
されたグラフィカル要素９１７のセットからのグラフィカル要素９１７Ｄは、グラフィカ
ル要素９１７のセットから削除され、それが通知メッセージ９１６Ｄ内の位置に移動する
ようにアニメーション化される。
【０１１６】
　最後に、図９Ｆにおいて示されるように、通知領域９１５が最大サイズに広がった状態
で、グラフィカル要素９１７のセットからの各グラフィカル要素は削除され、対応する通
知メッセージ９１６内に配置される。理解されるべきであるが、図９Ａ－図９Ｆの例は、
コンピューティング装置２１０によって逆に実行され得る。つまり、通知領域９１５が折
り畳まれるとき、視界から折り畳まれて保留中の通知に関連付けられている通知メッセー
ジは、通知領域９１５が完全に折り畳まれるまで通知領域９１５の前縁において表示され
るグラフィカル要素９１７のセットに戻して追加されるそれらのそれぞれのグラフィカル
要素９１７を有し得る。そのときに、コンピューティング装置２１０は、グラフィカル要
素９１７のセットをステータスバー９１４Ａに再び表示させ得る。
【０１１７】
　本開示の１つ以上の態様に従う、グラフィカルユーザインタフェースの通知領域内に通
知のグラフィカル要素を表示するように構成されている例示的なコンピューティング装置
によって実行される例示的な動作を示すフローチャートである。図１０Ａ及び１０Ｂは、
図２のコンピューティング装置２１０のコンテキストで以下に説明される。
【０１１８】
　図１０Ａにおいて示されるように、コンピューティング装置２１０は、１セットのグラ
フィカル要素を備えるグラフィカルユーザインタフェースのステータスバーを表示し、そ
のセットからの各グラフィカル要素は、１セットの保留中の通知からの異なる保留中の通
知に対応し得る（１００２）。例えば、コンピューティング装置２１０は、１セットのグ
ラフィカル要素９１７を含むＵＩＣ２１２にてユーザインタフェース９１３を表示し得る
。
【０１１９】
　コンピューティング装置２１０は、ステータスバーから通知シェードを広げるジェスチ
ャを受け取り得る（１００４）。例えば、ＵＩモジュール２２０は、ステータスバー９１
４Ａにて検出されているジェスチャ９０６の指示をＵＩＣ２１２から受信し得る。ＵＩモ
ジュール２２０は、ジェスチャ９０６が通知領域９１５を広げるためのユーザ命令である
と決定し得る。
【０１２０】
　コンピューティング装置２１０は、通知ペインのサイズがジェスチャの長さに基づき、
グラフィカル要素のセットが通知ペインの前縁近くの通知ペイン内に表示されるように、
ステータスバーから通知シェードを広げ得る（１００６）。例えば、ＵＩモジュール２２
０は、ジェスチャ９０６の長さが増えることに比例して、ＵＩＤ２１２に通知領域９１５
の長さを増やさせ得る。このようにして、ＵＩモジュール２２０は、通知領域９１５の前
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縁を、ジェスチャ９０６を作っている入力ユニットに追従させ得る。
【０１２１】
　コンピューティング装置２１０は、保留中の通知のセットからの特定の通知に関連付け
られている通知メッセージが、通知ペインにおいて新たに見ることができるかどうかを決
定し得る（１００８）。例えば、ＵＩモジュール２２０は、グラフィカル要素９１７のセ
ットからの任意のグラフィカル要素に関連付けられた任意の通知メッセージ９１６が見る
ことができるどうかを決定し得る。
【０１２２】
　通知メッセージが新たに見ることができないと決定することに応答して（１００８、い
いえの分岐）、コンピューティング装置２１０は、動作１０１４へ進み得る。しかしなが
ら、通知メッセージが新たに見ることができると決定したことに応答して（１００８、は
い分岐）、コンピューティング装置２１０は、特定の通知に関連付けられているグラフィ
カル要素のセットから特定のグラフィカル要素を削除し、特定のグラフィカル要素を通知
ペインの前縁近くに表示しないようにし得る（１０１０）。コンピューティング装置２１
０は、通知メッセージ内の特定の通知に関連付けられているグラフィカル要素のセットか
らの特定のグラフィカル要素を表示し得る（１０１２）。例えば、ジェスチャ９０６のサ
イズが大きくなるにつれて通知メッセージ９１６Ａが見えるようになると、ＵＩモジュー
ル２２０は、通知領域９１５の前縁の近くの位置から通知メッセージ９１６Ａ内の位置へ
グラフィカル要素９１７Ａを移動させ得る。
【０１２３】
　コンピューティング装置２１０は、ジェスチャの長さが増えたかどうかを決定し得る（
１０１４）。ジェスチャの長さが増えると決定することに応答して（１０１４、はいの分
岐）、コンピューティング装置２１０は、動作（１００６）－（１０１４）を繰り返し得
る。例えば、ＵＩモジュール２２０は、グラフィカル要素９１７の各々を、通知領域９１
５の前縁近くの位置からそれぞれの通知メッセージ９１６内の位置へ移動させ得る。
【０１２４】
　ジェスチャの長さが増えなかったと決定することに応答して（１０１４、いいえの分岐
）、コンピューティング装置２１０は、図１０Ｂにおいて示された動作とともに続くステ
ップ「Ａ」に進み得る。
【０１２５】
　図１０Ａにおいて示されるように、コンピューティング装置２１０は、ジェスチャの長
さが減少したかどうかを決定し得る（１０１６）。ジェスチャの長さが減少しなかったと
決定することに応じて（１０１６、いいえの分岐）、コンピューティング装置２１０は、
図１０Ａの動作１０１４とともに続くステップ「Ｂ」に進み得る。
【０１２６】
　ジェスチャの長さが減少したと決定することに応答して（１０１６、はいの分岐）、コ
ンピューティング装置２１０は、通知ペインのサイズがジェスチャの長さに基づくように
、ステータスバーからの通知シェードを折り畳み得る（１０１８）。例えば、ユーザは、
ジェスチャ９０６に類似したジェスチャをし得るが、そのジェスチャは反対方向になされ
る。したがって、通知領域９１５が広げられると、ジェスチャ９０６は、通知領域９１５
を折り畳むために通知領域９１５Ａの前縁からステータスバー９１４Ａへ上に向かって戻
るように移動し得る。
【０１２７】
　コンピューティング装置２１０は、未だ保留中の通知のうちの以前に見えていた通知メ
ッセージがもはや見えていないかどうかを決定し得る（１０２０）。未だ保留中の通知の
うちの以前に見えていた通知メッセージがもはや見えていないと決定することに応答して
（１０２０、いいえ分岐）、コンピューティング装置２１０は、図１０Ａの動作１０１４
とともに続くステップ「Ｂ」へ進み得る。例えば、保留中の通知がこれ以上無い場合、Ｕ
Ｉモジュール２２０は、通知領域９１５の前縁にて、及び最終的にはステータスバー９１
４Ａにて通知のグラフィカル要素を表示するかどうかを決定する必要はない。
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【０１２８】
　未だ保留中の通知のうち少なくとも１つの以前に見えていた通知メッセージがもはや見
えていないと決定することに応答して（１０２０、はい分岐）、コンピューティング装置
２１０は、もはや見えていない以前に見えていた通知メッセージに関連した未だ保留中の
通知に関連付けられたグラフィカル要素のセットに、任意のグラフィカル要素を追加し得
る（１０２２）。コンピューティング装置２１０は、通知ペインの前縁近くの通知ペイン
内にグラフィカル要素のセットを表示し得る（１０２４）。
【０１２９】
　例えば、通知領域が折り畳まれると、ＵＩモジュール２２０は、通知領域９１５の前縁
に表示されるそれぞれの通知メッセージ９１６内に表示されないように位置を移動するた
めに、未だ保留中の通知に関連付けられた任意のグラフィカル要素９１７を再配置する。
ジェスチャ９０６がステータスバー９１４Ａに達すると、ＵＩモジュール２２０は、通知
領域９１５の前縁において表示されている任意のグラフィカル要素９１７をステータスバ
ー９１４Ａ内に表示させ得る。
【０１３０】
　例１．　ある方法は：コンピューティング装置が、通知ソースによって生成された通知
を受信すること；上記コンピューティング装置が、上記通知ソースによって定義されたチ
ャネルのセットを決定し、各チャネルが上記通知ソースによって定義された１つ以上のパ
ラメータを有すること；上記コンピューティング装置が、上記通知に割り当てられたチャ
ネルの上記セットから特定のチャネルを決定すること；上記コンピューティング装置が、
上記特定のチャネルの１つ以上のパラメータを決定すること；及び、上記コンピューティ
ング装置が、上記特定のチャネルの上記１つ以上のパラメータに従って上記通知のしるし
を出力することを備える。
【０１３１】
　例２．　例１に記載の方法は：上記特定の通知チャネルを示すグラフィカル要素を含む
通知バッジを決定すること；及び上記コンピューティング装置が、上記通知の上記ソース
を起動するためのグラフィカル要素又はその近くにて上記通知バッジを表示することをさ
らに備える。
【０１３２】
　例３．　例１～２のいずれか１例に記載の方法において、上記通知の上記しるしは、可
聴アラート、視覚的アラート、触覚的アラート、又は音声アラートのうちの１つ以上であ
り、上記特定のチャネルの上記１つ以上のパラメータは、上記可聴アラート、上記視覚的
アラート、上記触覚的アラート又は上記音声アラートの１つ以上の属性を定義する。
【０１３３】
　例４．　例１～３のいずれか１例に記載の方法において、上記通知の上記しるしは視覚
的アラートであり、上記１つ以上のパラメータは：上記視覚的アラートの色、上記視覚的
アラートのアイコン、上記視覚的アラートのグラフィカル要素、上記視覚的アラートのフ
ォント、又は上記視覚的アラートのフォントサイズのうちの少なくとも１つを含む。
【０１３４】
　例５．　例１～４のいずれか１例に記載の方法において、上記通知の上記しるしは可聴
アラートであり、上記１つ以上のパラメータは、上記可聴アラートの着信音又は音の属性
のうちの少なくとも１つを含む。
【０１３５】
　例６．　例１～５のいずれか１例に記載の方法において、上記通知の上記しるしは触覚
的アラートであり、上記１つ以上のパラメータは、上記触覚的アラートのバイブレーショ
ンパターン又はバイブレーション強度のうちの少なくとも１つを含む。
【０１３６】
　例７．　例１～６のいずれか１例に記載の方法において、上記１つ以上のパラメータは
、上記通知の重要度又は優先度のレベルのうちの少なくとも１つを含む。
【０１３７】
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　例８．　例１～７のいずれか一例に記載の方法において、上記通知は第１の通知であり
、上記特定のチャネルは、第１の通知チャネルである。上記方法は：上記コンピューティ
ング装置が、上記第１の通知とは異なる、上記通知ソースによって生成される第２の通知
を受信すること；上記コンピューティング装置が、上記第１の通知チャネルとは異なる、
上記第２の通知に割り当てられたチャネルの上記セットから第２のチャネルを決定するこ
と；上記コンピューティング装置が、上記第１の通知チャネルの上記１つ以上のパラメー
タとは異なる、上記第２の通知チャネルの１つ以上のパラメータを決定すること；及び上
記コンピューティング装置が、上記第２の通知チャネルの上記１つ以上のパラメータに従
って、上記第２の通知のしるしを出力することをさらに備える。
【０１３８】
　例９．　例１～８のいずれか１例に記載の方法を実行するように構成されている少なく
とも１つのプロセッサを備えるコンピューティング装置。
【０１３９】
　例１０．　実行されたときにコンピューティング装置の少なくとも１つのプロセッサに
例１～８のいずれか１例に記載の方法を実行させる命令を備える、コンピュータ読み取り
可能な記憶媒体。
【０１４０】
　例１１．　コンピュータプログラム製品であって、上記プログラムがコンピューティン
グ装置の少なくとも１つのプロセッサによって実行されるときに、上記コンピューティン
グ装置に例１～８のいずれか１例に記載の方法を実行させる命令を備える、コンピュータ
プログラム製品。
【０１４１】
　例１２．　例１～８のいずれか１例に記載の方法を実行するための手段を備えるシステ
ム。
【０１４２】
　例１３．　ある方法は：コンピューティング装置が、ソースから通知を受信すること；
上記コンピューティング装置が、上記通知の内容を決定すること；上記コンピューティン
グ装置が、上記内容に少なくとも部分的に基づいて、上記内容を反映する通知バッジを決
定すること；上記コンピューティング装置が、上記コンピューティング装置によって受信
された任意の他の保留中の通知が上記ソースに関連付けられているかどうかを決定するこ
と；　上記コンピューティング装置によって受信された他の保留中の通知が上記ソースに
関連付けられていると決定することに応答して、上記コンピューティング装置が、上記通
知バッジを更新して、上記通知の上記内容及び上記他の保留中の通知の内容を反映する；
上記コンピューティング装置が、上記通知の上記ソースを起動するためのグラフィカル要
素又はその近くにて上記通知バッジを表示すること；コンピュータ装置が、上記通知の上
記ソースを起動するための上記グラフィカル要素を選択する長押しジェスチャを検出する
こと；並びに、上記長押しジェスチャを検出することに応答して、コンピューティング装
置が、上記通知に対するそれぞれの通知メッセージ、及び任意の他の保留中の通知を含む
通知プレビューを表示することを備える。
【０１４３】
　例１４．　ある方法は：コンピューティング装置が、ソースから１つ以上の通知を受信
すること；上記コンピューティング装置が、上記１つ以上の通知の各々を：重要かつ進行
中、個人対個人、通常、バイザウェイ、又はシステムの情報のいずれかにカテゴリ化する
こと；上記コンピューティング装置が、カテゴリに従って上記１つ以上の通知をグループ
化すること；上記コンピュータ装置が、グラフィカルユーザインタフェースの通知領域を
表示するためのユーザ入力を受信すること；並びに、上記コンピューティング装置が：上
記システム情報の通知のための通知メッセージが最も目立たないように表示され、上記バ
イザウェイ通知のための通知メッセージが、上記システム情報の通知のための上記通知メ
ッセージよりも目立つように表示され、上記通常の通知のための通知メッセージが、上記
バイザウェイの通知の上記通知メッセージよりも目立つように表示され、上記個人対個人
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の通知のための通知メッセージが、上記通常の通知のための上記通知メッセージよりも目
立つように表示され、かつ上記重要かつ進行中の通知のための通知メッセージが、上記個
人対個人の通知のための上記通知メッセージよりも目立つように表示されるように、上記
通知領域を表示することを備える。
【０１４４】
　例１５．　ある方法は：コンピューティング装置が、通知ソースによって生成された通
知を受信すること；上記コンピューティング装置が、上記通知ソースによって定義された
１セットのチャネルを決定し、上記通知ソースによって定義された１つ以上のパラメータ
を各チャネルが有すること；上記コンピューティング装置が、上記通知に割り当てられた
チャネルの上記セットから特定のチャネルを決定すること；上記コンピューティング装置
が、上記特定のチャネルの１つ以上のパラメータを決定すること；及び、上記コンピュー
ティング装置が、上記特定のチャネルの上記１つ以上のパラメータに従って上記通知のし
るしを出力することを備える。
【０１４５】
　例１６．　ある方法は：コンピューティング装置が、１セットのグラフィカル要素を備
えるグラフィカルユーザインタフェースのステータスバーを表示し、上記１セットからの
各グラフィカル要素が、１セットの保留中の通知からの異なる保留中の通知に対応するこ
と；上記コンピューティング装置が、上記ステータスバーから通知シェードを広げるジェ
スチャを受信すること；上記通知ペインのサイズが上記ジェスチャの長さに基づき、グラ
フィカル要素の上記セットが上記通知ペインの前縁近くの上記通知ペイン内に表示される
ように、上記コンピューティング装置が、上記ステータスバーからの上記通知シェードを
広げること；上記コンピューティング装置が、保留中の通知の上記セットからの特定の通
知に関連付けられている通知メッセージが通知ペインにおいて新たに見えるかどうかを決
定すること；並びに、通知メッセージが新たに見ることができると決定することに応答し
て：上記コンピューティング装置が、上記特定の通知に関連付けられたグラフィカル要素
の上記セットから特定のグラフィカル要素を削除すること；上記コンピューティング装置
が、上記通知ペインの上記前縁近くの上記特定のグラフィカル要素の表示をやめること；
及び、上記コンピュータ装置が、上記通知メッセージ内の上記特定の通知に関連付けられ
ているグラフィカル要素の上記セットからの上記特定のグラフィカル要素を表示すること
を備える。
【０１４６】
　例１７．　例１３～１６のいずれか１例に記載の方法を実行するための手段を備えるシ
ステム。
【０１４７】
　例１８．　少なくとも１つのプロセッサ、及び実行されると少なくとも上記１つのプロ
セッサに例１３～１６のいずれか１例に記載の方法を実行させる命令を備えるメモリを備
えるコンピューティング装置。
【０１４８】
　例１９．　実行されると、コンピューティング装置の少なくとも１つのプロセッサに、
例１３～１６のいずれか１例に記載の方法を実行させる命令を備えるコンピュータ読み取
り可能な記憶媒体。
【０１４９】
　例２０．　コンピュータプログラム製品であって、上記プログラムがコンピューティン
グ装置の少なくとも１つのプロセッサによって実行されると、上記コンピューティング装
置に請求項１３～１６のいずれか１例に記載の方法を実行させる命令を備えるコンピュー
タプログラム製品。
【０１５０】
　限定ではなく例示として、そのようなコンピュータ読み取り可能な記憶媒体は、所望の
プログラムコードを命令若しくはデータ構造の形態で記憶するために使用することができ
、かつコンピュータによってアクセスすることができる、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ
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、ＣＤ－ＲＯＭ若しくは他の光学ディスクストレージ、磁気ディスクストレージ若しくは
他の磁気ストレージ装置、フラッシュメモリ、又は任意の他の記憶媒体を備え得る。また
、任意の接続は、適切にコンピュータ読み取り可能な媒体と称される。例えば、同軸ケー
ブル、光ファイバケーブル、撚り対線、デジタル加入者線（ＤＳＬ）、又は、赤外線、無
線通信及びマイクロ波のような無線技術を使用して、命令がウェブサイト、サーバまたは
他のリモートソースから伝達される場合、当該同軸ケーブル、光ファイバケーブル、撚り
対線、ＤＳＬ、若しくは、赤外線、無線通信及びマイクロ波のような無線技術は、媒体の
定義に含まれる。しかしながら、コンピュータ読み取り可能な記憶媒体及びデータ記憶媒
体は、接続、搬送波、信号又は他の一時的な媒体を含んでいないが、その代りに、一時的
でない有形の記憶媒体に関するということが理解されるべきである。本願明細書において
使用されるようなディスク（ｄｉｓｋおよびｄｉｓｃ）は、コンパクトディスク（ＣＤ）
、レーザーディスク（登録商標）、光ディスク、デジタルバーサタイルディスク（ＤＶＤ
）、フロッピー（登録商標）ディスク及びブルーレイディスクを含んでおり、ディスク（
ｄｉｓｋｓ）は通常磁気的にデータを再生するものである一方、ディスク（ｄｉｓｃｓ）
はレーザによりデータを光学的に再生するものである。上記の組み合わせも、コンピュー
タ読み取り可能な媒体の範囲内に含まれるべきである。
【０１５１】
　命令は、１つ以上のプロセッサによって実行され、例えば、１つ以上のデジタル信号プ
ロセッサ（ＤＳＰ）、汎用マイクロプロセッサ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ：appl
ication specific integrated circuit）、フィールドプログラマブルロジックアレイ（f
ield programmable logic array）、又は他の同等な集積論理回路若しくは離散論理回路
によって実行され得る。したがって、本願明細書において使用される「プロセッサ」とい
う用語は、前述の構造、又は、本願明細書において記載される技術の実装に好適な任意の
他の構造のいずれかを指し得る。さらに、いくつかの態様において、本明細書に記載の機
能は、専用のハードウェア及び／又はソフトウェアモジュール内に提供され得る。また、
本技術は、１つ以上の回路又は論理要素において完全に実装することができる。
【０１５２】
　この開示の技術は、無線ハンドセット、集積回路（ＩＣ）若しくはＩＣのセット（例え
ばチップセット）を含む幅広い種類の装置又は機器において実装され得る。様々な構成要
素、モジュール又はユニットは、開示された技術を実行するように構成されている装置の
機能的な側面を強調するために本開示において記載されているが、必ずしも異なるハード
ウェアユニットによる実現を要求していない。むしろ、上述したように、様々なユニット
は、ハードウェアユニットにおいて組み合わされ得るか、又は、好適なソフトウェア及び
／若しくはファームウェアと併せて、上述したような１つ以上のプロセッサを含む相互に
動作するハードウェアユニットの集合によって提供され得る。
【０１５３】
　様々な具体例について説明した。これらの及びその他の具体例は以下の請求項の範囲に
含まれる。



(33) JP 6957632 B2 2021.11.2

【図１】 【図２】

【図３Ａ】 【図３Ｂ】



(34) JP 6957632 B2 2021.11.2

【図４】 【図５】

【図６】 【図７】



(35) JP 6957632 B2 2021.11.2

【図８】 【図９Ａ】

【図９Ｂ】 【図９Ｃ】



(36) JP 6957632 B2 2021.11.2

【図９Ｄ】 【図９Ｅ】

【図９Ｆ】 【図１０Ａ】



(37) JP 6957632 B2 2021.11.2

【図１０Ｂ】



(38) JP 6957632 B2 2021.11.2

10

20

フロントページの続き

(72)発明者  サンドラー，ダニエル・ロバート
            アメリカ合衆国、９４０４３　カリフォルニア州、マウンテン・ビュー、アンフィシアター・パー
            クウェイ、１６００
(72)発明者  ガーブ，レイチェル・リア
            アメリカ合衆国、９４０４３　カリフォルニア州、マウンテン・ビュー、アンフィシアター・パー
            クウェイ、１６００
(72)発明者  クレロン，マイケル・アンドリュー
            アメリカ合衆国、９４０４３　カリフォルニア州、マウンテン・ビュー、アンフィシアター・パー
            クウェイ、１６００

    審査官  ▲高▼瀬　健太郎

(56)参考文献  特表２０１４－５１９１２６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２０１６－５０４６４４（ＪＰ，Ａ）　　　
              Ｃｈａｐｔｅｒ４  豊富なメールサービスを一括で管理できる  メール／メッセージでコミュニ
              ケーションしよう，Ａｎｄｒｏｉｄ  ほぼ標準機能で使える速攻技，日本，株式会社英和出版社
              ，2015年04月01日，56-62
              How to notify user in Android by NotificationCompat，2016年07月26日，https://en.proft.
              me/2016/07/26/how-notify-user-android-notificationcompat/

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０６Ｆ　　　３／０４８１
              Ｇ０６Ｆ　　　３／１６
              Ｇ０６Ｆ　　　３／０１


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

